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イベントを管理する

Active IQ Unified Manager の Active IQ プラットフォームイベ
ントについて

Unified Managerでは、Active IQプラットフォームで検出されたイベントを表示できま
す。これらのイベントは、Unified Managerで監視しているすべてのストレージ システム
から生成されたAutoSupportメッセージに対して一連のルールを実行することによって作
成されます。

詳細については、"Active IQプラットフォーム イベントの生成方法"を参照してください。

Unified Managerは、新しいルール ファイルの有無を自動的にチェックし、ある場合にのみ新しいファイルを
ダウンロードします。外部へのネットワーク アクセスがないサイトでは、ストレージ管理 > イベント設定 > 

ルールのアップロード からルールを手動でアップロードする必要があります。

これらのActive IQのイベントは、Unified Managerの既存のイベントとは重複せず、システム構成、ケーブル
配線、ベストプラクティス、および可用性の問題に関連するインシデントやリスクを特定します。

プラットフォームイベントの有効化の詳細については、"Active IQポータル イベントの有効化" を参照してく
ださい。ルールファイルのアップロードの詳細については、"新しいActive IQルール ファイルのアップロード"

を参照してください。

NetApp Active IQは、NetAppハイブリッドクラウド全体のストレージシステム運用を最適化するために、予測
分析とプロアクティブなサポートを提供するクラウドベースのサービスです。詳細については、 "NetApp

Active IQ"を参照してください。

イベント管理システム イベントとは

Active IQ Unified Manager のイベント管理システムのイベントについて

Event Management System（EMS;イベント管理システム）では、ONTAPカーネルのさ
まざまな部分からイベント データが収集され、イベント転送のメカニズムが提供されま
す。これらのONTAPイベントは、Unified ManagerでEMSイベントとして報告できま
す。一元的な監視と管理により、重要なEMSイベントの設定や、これらのEMSイベント
に基づくアラート通知の設定が容易になります。

Unified Managerにクラスターを追加すると、Unified Managerのアドレスがクラスターの通知先として追加さ
れます。EMSイベントは、クラスター内でイベントが発生するとすぐに報告されます。

Unified Manager で EMS イベントを受信する方法は 2 つあります。

• 一定数の重要なEMSイベントは自動的に報告されます。

• EMSイベントを受け取るように個別に登録することができます。

Unified Managerによって生成されるEMSイベントは、イベントが生成された方法によって報告方法が異なり
ます。
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機能 自動EMSメッセージ 購読済みEMSメッセージ

使用可能なEMSイベント 一部のEMSイベント すべてのEMSイベント

EMSメッセージがトリガーされた
ときの名前

Unified Manager イベント名（EMS

イベント名から変換）
固有でない「エラーの EMS を受
信」の形式。詳細なメッセージに
実際のEMSイベントをドット表記
の形式で記載

メッセージの受信 クラスタの検出後すぐ 必要な EMS イベントをそれぞれ
Unified Manager に追加した後、次
の 15 分間隔のポーリングサイクル
が経過した後

イベントのライフサイクル 他の Unified Manager イベントと
同様：新規、承認済み、解決済
み、廃止済み状態

EMSイベントはクラスタが更新さ
れると廃止になる（イベントが作
成されてから15分後）

Unified Managerのダウンタイム中
に発生したイベントをキャプチャ
します。

システムの起動時に各クラスタと
通信して不足しているイベントを
取得

×

イベントの詳細 推奨される対処方法をONTAPから
直接インポートして一貫した解決
策を提示

イベント詳細ページでは修正措置
は利用できません

新しい自動EMSイベントの中には、以前のイベントが解決されたことを示す情報イベントが含
まれています。たとえば、「FlexGroup コンスティチュエントのスペース ステータスがすべて
正常」情報イベントは、「FlexGroup コンスティチュエントのスペースに問題あり」エラー イ
ベントが解決されたことを示します。情報イベントは、他のイベントの重要度タイプと同じイ
ベントライフサイクルを使用して管理することはできませんが、同じボリュームが別

の「Space Issues」エラーイベントを受信すると、イベントは自動的に廃止されます。

Active IQ Unified Manager に自動的に追加される EMS イベント

Unified Managerには次のONTAP EMSイベントが自動的に追加されます。これらのイベ
ントは、Unified Managerが監視しているいずれかのクラスタでトリガーされると生成さ
れます。

ONTAP 9.5以降のソフトウェアを実行しているクラスタの監視では、次のEMSイベントを使用できます。

Unified Manager
イベント名

EMSイベント名 影響を受けるリソース Unified Managerの重大度

アグリゲートの再配置で
クラウド階層へのアクセ
ス拒否

arl.netra.ca.check.failed Aggregate エラー

ストレージ フェイルオー
バー時のアグリゲートの
再配置でクラウド階層へ
のアクセス拒否

gb.netra.ca.check.failed Aggregate エラー
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Unified Manager
イベント名

EMSイベント名 影響を受けるリソース Unified Managerの重大度

FabricPool のミラー レプ
リケーションの再同期が
完了

wafl.ca.resync.complete クラスタ エラー

FabricPool スペースがほ
ぼフル

fabricpool.nearly.full クラスタ エラー

NVMF の猶予期間 - 開始 nvmf.graceperiod.start クラスタ 警告

NVMF の猶予期間 - アク
ティブ

nvmf.graceperiod.active クラスタ 警告

NVMF の猶予期間 - 終了 nvmf.graceperiod.expired クラスタ 警告

LUN を破棄 lun.destroy LUN 情報

Cloud AWS メタデータ接
続エラー

cloud.aws.metadataConn

Fail
ノード エラー

Cloud AWS IAM クレデン
シャルが期限切れ

cloud.aws.iamCredsExpir

ed
ノード エラー

Cloud AWS IAM クレデン
シャルが無効

cloud.aws.iamCredsInvali

d
ノード エラー

Cloud AWS IAM クレデン
シャルが見つからない

cloud.aws.iamCredsNotF

ound
ノード エラー

Cloud AWS IAM クレデン
シャルが初期化されてい
ない

cloud.aws.iamNotInitialize

d
ノード 情報

Cloud AWS IAM ロールが
無効

cloud.aws.iamRoleInvalid ノード エラー

Cloud AWS IAM ロールが
見つからない

cloud.aws.iamRoleNotFou

nd
ノード エラー

クラウド階層のホスト解
決不可

objstore.host.unresolvable ノード エラー

クラウド階層のクラスタ
間ネットワーク インター
フェイスが停止

objstore.interclusterlifDow

n
ノード エラー

要求とクラウド階層シグ
ネチャの不一致

osc.signatureMismatch ノード エラー

NFSv4 プールの 1 つに空
きなし

Nblade.nfsV4PoolExhaust

を使用したチャンク アッ
プロード署名要求がサポ
ートされるようになりま
した。

ノード 重大

QoS 監視メモリの最大化 qos.monitor.memory.max

ed
ノード エラー

QoS 監視メモリの縮小 qos.monitor.memory.abat

ed
ノード 情報
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Unified Manager
イベント名

EMSイベント名 影響を受けるリソース Unified Managerの重大度

NVMe ネームスペースの
破棄

NVMeNS.destroy ネームスペース 情報

NVMe ネームスペース オ
ンライン

NVMeNS.offline ネームスペース 情報

NVMe ネームスペース オ
フライン

NVMeNS.online ネームスペース 情報

NVMe ネームスペース ス
ペース不足

NVMeNS.out.of.space ネームスペース 警告

同期レプリケーションが
同期されていない

sms.status.out.of.sync SnapMirror関係 警告

同期レプリケーションを
リストア

sms.status.in.sync SnapMirror関係 情報

同期レプリケーションの
自動再同期失敗

sms.resync.attempt.failed SnapMirror関係 エラー

多数の CIFS 接続 Nblade.cifsManyAuths SVM エラー

最大 CIFS 接続数を超過 Nblade.cifsMaxOpenSam

eFile

SVM エラー

ユーザあたりの最大 CIFS

接続数を超過

Nblade.cifsMaxSessPerU

srConn

SVM エラー

CIFS NetBIOS 名が競合 Nblade.cifsNbNameConfli

ct

SVM エラー

存在しない CIFS 共有に
対する試行

Nblade.cifsNoPrivShare SVM 重大

CIFS シャドウ コピー処
理が失敗

cifs.shadowcopy.failure SVM エラー

AV サーバがウィルスを検
出

Nblade.vscanVirusDetect

ed

SVM エラー

ウィルス スキャン用の
AV サーバ接続がない

Nblade.vscanNoScanner

Conn

SVM 重大

AV サーバが未登録 Nblade.vscanNoRegdSca

nner

SVM エラー

応答する AV サーバ接続
がない

Nblade.vscanConnInactiv

e

SVM 情報

AV サーバがビジーのため
新しいスキャン要求の受
け入れ不可

Nblade.vscanConnBackPr

essure

SVM エラー

権限のないユーザが AV

サーバへのアクセスを試
行

Nblade.vscanBadUserPriv

Access

SVM エラー
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Unified Manager
イベント名

EMSイベント名 影響を受けるリソース Unified Managerの重大度

FlexGroup コンスティチ
ュエントのスペースに問
題あり

flexgroup.constituents.hav

e.space.issues

Volume エラー

FlexGroup コンスティチ
ュエントのスペース ステ
ータスがすべて正常

flexgroup.constituents.spa

ce.status.all.ok

Volume 情報

FlexGroup コンスティチ
ュエントの inode に問題
あり

flexgroup.constituents.hav

e.inodes.issues

Volume エラー

FlexGroup コンスティチ
ュエントの inode ステー
タスがすべて正常

flexgroup.constituents.ino

des.status.all.ok

Volume 情報

ボリューム論理スペース
がほぼフル

monitor.vol.nearFull.inc.sa

v

Volume 警告

ボリューム論理スペース
がフル

monitor.vol.full.inc.sav Volume エラー

ボリューム論理スペース
が正常

monitor.vol.one.ok.inc.sav Volume 情報

WAFL ボリュームのオー
トサイズが失敗

wafl.vol.autoSize.fail Volume エラー

WAFL ボリュームのオー
トサイズ完了

wafl.vol.autoSize.done Volume 情報

WAFL READDIR ファイ
ル処理タイムアウト

wafl.readdir.expired Volume エラー

Active IQ Unified Manager で ONTAP EMS イベントをサブスクライブする

ONTAPソフトウェアがインストールされているシステムで生成されたEvent

Management System（EMS;イベント管理システム）イベントを受け取るように登録す
ることができます。一部のEMSイベントはUnified Managerに自動的に報告されますが、
それ以外のEMSイベントは登録している場合にのみ報告されます。

開始する前に

同じ問題に対するイベントを2つ受け取って混乱を招く可能性があるため、Unified Managerにすでに自動的に
追加されているEMSイベントは登録しないでください。

EMSイベントはいくつでも登録できます。登録したすべてのイベントが検証され、検証済みのイベントだけ
がUnified Managerで監視しているクラスタに適用されます。_ONTAP 9 EMSイベントカタログ_は、指定され
たバージョンのONTAP 9ソフトウェアのすべてのEMSメッセージに関する詳細情報を提供します。該当する
イベントの一覧については、ONTAP 9製品ドキュメントページから適切なバージョンの_EMSイベントカタロ
グ_を参照してください。

"ONTAP 9製品ライブラリ"
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登録したONTAP EMSイベントにアラートを設定したり、それらのイベントに対して実行するカスタム スク
リプトを作成したりできます。

登録したONTAP EMSイベントが届かない場合は、クラスタのDNS設定に問題があり、クラス
タからUnified Managerサーバに到達できなくなっていることが考えられます。その場合は、ク
ラスタ管理者がクラスタのDNS設定を修正し、Unified Managerを再起動する必要があります。
これにより、保留中のEMSイベントがUnified Managerサーバに送信されます。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、ストレージ管理 ＞ イベント設定 をクリックします。

2. イベント設定ページで、*EMSイベントを購読する*ボタンをクリックします。

3. [EMSイベントにサブスクライブ]ダイアログ ボックスで、登録するONTAP EMSイベントの名前を入力し
ます。

購読できる EMS イベントの名前を表示するには、ONTAP クラスターシェルから `event route show`コマ
ンド（ONTAP 9 より前）または `event catalog show`コマンド（ONTAP 9 以降）を使用できます。

"Active IQ Unified ManagerでONTAP EMSイベント サブスクリプションを設定してアラートを受信する方
法"

4. *[追加]*をクリックします。

EMSイベントは「購読済みEMSイベント」リストに追加されますが、「適用対象クラスタ」列には、追加

したEMSイベントのステータスが「Unknown」と表示されます。

5. *保存して閉じる*をクリックして、EMSイベントのサブスクリプションをクラスターに登録します。

6. 「EMSイベントを購読する」をもう一度クリックしてください。

追加したEMSイベントの「適用対象クラスタ」列に「Yes」というステータスが表示されます。

ステータスが「Yes」でない場合は、ONTAP EMSイベント名のスペルを確認してください。名前が正し
く入力されていない場合は、誤ったイベントを削除してから、再度イベントを追加する必要があります。

ONTAP EMSイベントが発生すると、そのイベントが[イベント]ページに表示されます。イベントを選択する
と、EMSイベントに関する詳細を[イベントの詳細]ページで確認できます。イベントの処理を管理したり、イ
ベントのアラートを作成したりすることもできます。

Active IQ Unified Manager が受信したイベントを処理する方
法を理解する

Unified Managerで受信したイベントは、[ダッシュボード]ページ、[イベント管理]インベ
ントリ ページ、[クラスタ / パフォーマンス]ページの[サマリ]タブと[エクスプローラ]タ
ブ、およびオブジェクトごとのインベントリ ページ（[ボリューム / 健全性]インベント
リ ページなど）に表示されます。

Unified Manager は、同じクラスタ コンポーネントに対して同じイベント条件が複数回連続して発生したこと
を検出した場合、それらを個別のイベントとしてではなく、単一のイベントとして扱います。イベントの継続
時間は、イベントがまだ進行中であることを示すために増加します。
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[アラート セットアップ]ページの設定に応じて、イベントを他のユーザに通知することができます。アラート
により、次の処理が開始されます。

• イベントに関するメールは、すべての Unified Manager 管理者ユーザーに送信できます。

• イベントを追加のEメール受信者に送信できます。

• SNMPトラップをトラップ レシーバに送信できます。

• 処理を実行するカスタム スクリプトを実行できます。

このワークフローを次の図に示します。

Active IQ Unified Manager でイベントの詳細を表示する

Unified Managerがトリガーするイベントに関する詳細を表示して、そのイベントに対処
することができます。たとえば、健全性イベントである「ボリュームはオフライン」が
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発生した場合は、そのイベントをクリックして詳細を表示し、対処方法を実行すること
ができます。

開始する前に

オペレータ、アプリケーション管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

イベントの詳細には、イベントのソース、イベントの原因、イベントに関連するメモなどの情報が含まれま
す。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、*イベント管理*をクリックします。

デフォルトでは、[アクティブなすべてのイベント]ビューが表示されます。このビューには、過去7日間に
生成された「新規」と「確認済み」のイベント（アクティブなイベント）で影響レベルが「インシデン
ト」または「リスク」のイベントが表示されます。

2. 特定のカテゴリのイベント（たとえば、容量イベントやパフォーマンスイベントなど）を表示する場合
は、「表示」をクリックし、イベントタイプのメニューから選択してください。

3. 詳細を表示するイベントの名前をクリックします。

[イベントの詳細]ページにイベントの詳細が表示されます。

Active IQ Unified Manager で未割り当てイベントを表示する

未割り当てのイベントを表示して、各イベントを解決できるユーザに割り当てることが
できます。

開始する前に

オペレータ、アプリケーション管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、*イベント管理*をクリックします。

[イベント管理]インベントリ ページには、デフォルトでは新規と確認済みのイベントが表示されます。

2. 「フィルター」ペインの「担当者」領域で、「未割り当て」フィルターオプションを選択します。

Active IQ Unified Manager でイベントを確認して解決する

イベントを生成した問題に対処する前に、アラート通知が繰り返し送信されないように
イベントに確認応答する必要があります。特定のイベントに対処したら、そのイベント
を解決済みとしてマークします。

開始する前に

オペレータ、アプリケーション管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

同時に複数のイベントに確認応答して解決することができます。

8



情報イベントに確認応答することはできません。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、*イベント管理*をクリックします。

2. イベントのリストで、次のいずれかを実行してイベントに応答します。

状況 操作

単一のイベントに確認応答して解決済みとしてマー
クする

a. イベント名をクリックします。

b. [イベントの詳細]ページで、イベントの原因を
特定します。

c. *Acknowledge*をクリックします。

d. 適切な方法で対処します。

e. 解決済みとしてマーク をクリックします。

複数のイベントに確認応答して解決済みとしてマー
クする

a. それぞれの[イベントの詳細]ページで、イベン
トの原因を特定します。

b. イベントを選択します。

c. *Acknowledge*をクリックします。

d. 適切な方法で対処します。

e. 解決済みとしてマーク をクリックします。

解決済みとしてマークされたイベントは、解決済みイベントのリストに移動します。

3. オプション：*メモと更新*エリアに、イベントへの対応方法に関するメモを追加し、*投稿*をクリックし
ます。

Active IQ Unified Manager で特定のユーザーにイベントを割
り当てる

未割り当てのイベントを自分や他のユーザ（リモート ユーザも含む）に割り当てること
ができます。必要に応じて、割り当てられたイベントを別のユーザに再割り当てするこ
ともできます。たとえば、ストレージ オブジェクトで頻繁に問題が発生する場合、その
オブジェクトを管理するユーザにそれらの問題に対するイベントを割り当てることがで
きます。

開始する前に

• ユーザの名前とEメールIDが正しく設定されている必要があります。

• オペレータ、アプリケーション管理者、またはストレージ管理者のロールが必要です。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、*イベント管理*をクリックします。

2. 「イベント管理」インベントリページで、割り当てたいイベントを1つ以上選択します。
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3. 次のいずれかを実行してイベントを割り当てます。

イベントを…に割り当てたい場合は… 操作

自分 [割り当て先] > [自分] をクリックします。

別のユーザ a. 割り当て先 ＞ 別のユーザー をクリックしま
す。

b. [所有者の割り当て]ダイアログ ボックスで、ユ
ーザの名前を入力するか、ユーザをドロップダ
ウン リストから選択します。

c. 割り当て をクリックします。

ユーザにEメール通知が送信されます。

ユーザー名を入力せず、または
ドロップダウンリストからユー
ザーを選択せずに、*割り当て*を
クリックすると、イベントは未
割り当てのままになります。

Active IQ Unified Manager で不要なイベントを無効にする

デフォルトでは、すべてのイベントが有効になっています。環境で重要でないイベント
については、グローバルに無効にして通知が生成されないようにすることができます。
無効にしたイベントの通知を再開するときは、それらのイベントを有効にできます。

開始する前に

アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

イベントを無効にすると、システムで以前に生成されたイベントは「廃止」とマークされ、それらのイベント
に設定されたアラートはトリガーされなくなります。無効にしたイベントを有効にすると、それらのイベント
の通知の生成が次の監視サイクルから再開されます。

オブジェクトのイベントを無効にし（たとえば、 `vol offline`イベント）、その後イベントを有効にした場
合、イベントが無効な状態のときにオフラインになったオブジェクトに対して、Unified Manager は新しいイ
ベントを生成しません。Unified Manager は、イベントが再度有効化された後にオブジェクトの状態が変更さ
れた場合にのみ、新しいイベントを生成します。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、ストレージ管理 ＞ イベント設定 をクリックします。

2. 「イベント設定」ページで、以下のいずれかのオプションを選択して、イベントを無効または有効にしま
す。
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状況 操作

イベントを無効にする a. Disable をクリックします。

b. [イベントの無効化]ダイアログ ボックスで、イ
ベントの重大度を選択します。

c. [一致イベント]列で、イベントの重大度に基づ
いて無効にするイベントを選択し、右矢印をク
リックして[イベントの無効化]列に移動しま
す。

d. 「保存して閉じる」をクリックします。

e. 無効にしたイベントが[イベント セットアップ]

ページのリスト ビューに表示されていることを
確認します。

イベントを有効にする a. 有効にするイベントのチェック ボックスをオン
にします。

b. * Enable * をクリックします。

Active IQ Unified Manager の自動修復を使用して問題を修正
する

Unified Managerは、特定のイベントを徹底的に診断し、*Fix It*ボタンを使用して単一の
解決策を提供することができます。利用可能な場合、これらの解決策はダッシュボー
ド、イベント詳細ページ、および左側のナビゲーションメニューのワークロード分析選
択画面に表示されます。

ほとんどのイベントにはさまざまな解決策があり、イベントの詳細ページに表示されるため、ONTAP System

ManagerまたはONTAP CLIを使用して最適な解決策を実行できます。Unified Managerが、問題を解決するた
めの解決策が1つだけであり、ONTAP CLIコマンドを使用して解決できると判断した場合、*Fix It*アクション
が利用可能になります。

手順

1. Dashboard から修正可能なイベントを表示するには、Dashboard をクリックします。
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2. Unified Managerで解決できる問題に対処するには、*Fix It*ボタンをクリックします。複数のオブジェクト
に存在する問題を修正するには、*Fix All*ボタンをクリックします。

自動修復で解決できる問題については、"Unified Managerで解決可能な問題"を参照してください。

Active IQ Unified Manager で Active IQ イベントレポートを有
効化および無効化する

Active IQプラットフォーム イベントは、デフォルトで生成されてUnified Managerユー
ザ インターフェイスに表示されます。作業の邪魔な場合、またはUnified Managerに表示
したくない場合は、これらのイベントが生成されないようにすることができます。後日
これらの通知の受信を再開する場合は再び有効にできます。

開始する前に

アプリケーション管理者のロールが必要です。

この機能を無効にすると、Unified ManagerはActive IQプラットフォーム イベントの受信をただちに停止しま
す。

この機能を有効にすると、クラスタのタイムゾーンの午前0時を過ぎにUnified ManagerはActive IQプラットフ
ォーム イベントの受信を開始します。開始時刻は、Unified Managerがいつ各クラスタからAutoSupportメッ
セージを受信したかによって決まります。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、General > Feature Settings をクリックします。

2. *機能設定*ページで、次のいずれかのオプションを選択して Active IQ プラットフォームイベントを無効
または有効にします：
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状況 操作

Active IQプラットフォーム イベントを無効にする Active IQ Portal Events パネルで、スライダーボ
タンを左に移動します。

Active IQプラットフォーム イベントを有効にする Active IQ Portal Events パネルで、スライダーボ
タンを右に移動します。

Active IQ Unified Manager で新しい Active IQ ルールファイル
をアップロードする

Unified Managerは、新しいActive IQイベント（ルール）ファイルの有無を自動的にチェ
ックし、ある場合は新しいファイルをダウンロードします。ただし、外部ネットワーク
へのアクセスがないサイトでは、ルール ファイルを手動でアップロードする必要があり
ます。

Active IQルールは、Config Advisor（CA）セキュア ルールとも呼ばれます。

ネットワークに接続されていないサイトでUnified Managerをインストールまたはアップグレードするとき
は、バンドルされているActive IQルールを自動でアップロードに使用できます。ただし、NetAppのサポート
サイトから月に一度は新しいルール ファイルをダウンロードして、更新されたイベントが生成され、ストレ
ージ システムのパフォーマンスが最適な状態に保たれるようにすることを推奨します。

開始する前に

• Active IQポータル イベントのレポートを有効にしておく必要があります。この機能はデフォルトで有効に
なっています。詳細については、"Active IQポータル イベントの有効化"を参照してください。

• ルール ファイルをNetAppサポート サイトからダウンロードしておく必要があります。

ルールファイルは以下の場所にあります： https://mysupport.netapp.com/api/content-service/

staticcontents/content/public/tools/unifiedmanager/ca/secure_rules.zip

手順

1. ネットワーク アクセスが可能なコンピューターで、NetApp Support Site にアクセスし、最新のルール
`.zip`ファイルをダウンロードしてください。

バンドルされたルール パッケージには、ルール リポジトリ、データ ソース、およびNetAppのナレッジ
ベース記事が含まれています。

Windowsシステムでは、ネットワーク接続のないサイトの場合、デフォルトでNetApp KB

記事はインストーラに同梱されていません。サポートサイトから_secure_rules.zip_ファイ
ルをダウンロードしてアップロードすると、すべてのルールのKB記事を表示できます。

2. ルール ファイルをセキュリティ エリアに持ち込めるメディアに転送し、セキュリティ エリア内のシステ
ムにコピーします。

3. 左側のナビゲーションペインで、ストレージ管理 ＞ イベント設定 をクリックします。

4. 「イベント設定」ページで、「ルールをアップロード」ボタンをクリックします。

5. 「Upload Rules」ダイアログボックスで、ダウンロードしたルール `.zip`ファイルに移動して選択
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し、「Upload」をクリックします。

このプロセスには数分かかることがあります。

ルール ファイルがUnified Managerサーバに解凍されます。午前0時過ぎに管理対象クラスタでAutoSupportフ
ァイルが生成されたあと、Unified Managerがルール ファイルに照らしてクラスタをチェックし、必要に応じ
て新しいリスク イベントおよびインシデント イベントを生成します。

詳細については、こちらのナレッジベース（KB）記事をご覧ください： "Active IQ Unified Manager

でAIQCASecureルールを手動で更新する方法"。

Active IQ Unified Manager が Active IQ プラットフォームイベ
ントを生成する仕組み

Active IQプラットフォームのインシデントとリスクは、次の流れでUnified Managerのイ
ベントに変換されます。

このフロー図からわかるように、Active IQプラットフォームで作成されたルール ファイルが最新の状態に維
持され、クラスタのAutoSupportメッセージが毎日生成され、Unified Managerがイベントのリストを毎日更新
します。

Active IQ Unified Manager で Active IQ プラットフォームイベ
ントを解決する

Active IQプラットフォームのインシデントとリスクは、他のUnified Managerイベントと
同様に他のユーザにその解決を割り当てることができ、ステータスの種類も同じです。
ただし、「Fix It」ボタンを使用してこれらの種類のイベントを解決すると、数時間以内
に解決状況を確認できます。

次の図は、Active IQプラットフォームから生成されたイベントの解決時にユーザが実行する操作（緑）
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とUnified Managerで実行される操作（黒）を示しています。

手動で解決する場合は、System ManagerまたはONTAPコマンドライン インターフェイスにログインして問
題を解決する必要があります。この場合、問題の解決を確認できるのは、午前0時にクラスタで新し
いAutoSupportメッセージが生成されたあとです。

「Fix It」ボタンを使用して半自動的な解決を実行すると、数時間以内に修正が成功したことを確認できま
す。

Active IQ Unified Manager でイベント保持設定を構成する

イベントが自動的に削除されるまでにUnified Managerサーバでイベントを保持する月数
を指定できます。

開始する前に

アプリケーション管理者のロールが必要です。

サーバのパフォーマンスに影響を及ぼす可能性があるため、イベントの保持期間を6カ月以上に設定すること
は推奨されません。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、[全般] > [データ保持] をクリックします。

2. 「データ保持」ページで、「イベント保持」エリアのスライダーを選択し、イベントを保持する月数まで
移動させて、「保存」をクリックします。
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Unified Manager のメンテナンスウィンドウとは

Active IQ Unified Manager のメンテナンス ウィンドウについて

Unified Managerのメンテナンスウィンドウを定義することで、クラスタのメンテナンス
をスケジュールしている場合など、不要な通知が大量に届くのを防ぎたい特定の期間、
イベントやアラートを抑制することができます。

メンテナンス時間が始まると、「オブジェクトのメンテナンス時間を開始」イベントが[イベント管理]インベ
ントリ ページに記録されます。このイベントは、メンテナンス時間が終了すると自動的に廃止されます。

メンテナンス時間中も、そのクラスタのすべてのオブジェクトに関連するイベントは引き続き生成されます
が、いずれのUIページにも表示されず、アラートやその他の通知も送信されません。ただし、[イベント管理]

インベントリ ページでいずれかの[表示]オプションを選択すれば、すべてのストレージ オブジェクトについ
てメンテナンス時間中に生成されたイベントを確認することができます。

メンテナンス時間をスケジュールしたり、スケジュールされたメンテナンス時間の開始時刻や終了時刻を変更
したり、スケジュールされたメンテナンス時間をキャンセルしたりできます。

Active IQ Unified Manager でクラスターイベント通知を無効にするメンテナンスウィ
ンドウをスケジュールする

クラスタをアップグレードしたり、いずれかのノードを移動したりする場合など、クラ
スタを計画的に停止するときは、Unified Managerのメンテナンス時間をスケジュールす
ることで、その間は通常生成されるイベントやアラートを抑制することができます。

開始する前に

アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

メンテナンス時間中も、そのクラスタのすべてのオブジェクトに関連するイベントは引き続き生成されます
が、イベント ページには表示されず、アラートやその他の通知も送信されません。

メンテナンス時間に入力する時刻はUnified Managerサーバの時刻に基づいています。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、ストレージ管理 > *クラスタ設定*をクリックします。

2. クラスターの Maintenance Mode 列で、スライダーボタンを選択し、右に移動します。

カレンダーのウィンドウが表示されます。

3. メンテナンス期間の開始日時と終了日時を選択し、*適用*をクリックしてください。

スライダ ボタンの横に「スケジュール設定済み」というメッセージが表示されます。

開始時間になると、クラスタがメンテナンス モードになり、「オブジェクトのメンテナンス時間を開始」イ
ベントが生成されます。
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Active IQ Unified Manager で予定されているメンテナンスウィンドウを変更またはキ
ャンセルする

まだ開始されていない設定済みのUnified Managerのメンテナンス時間について、開始時
刻や終了時刻を変更したり、メンテナンス時間をキャンセルしたりできます。

開始する前に

アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

メンテナンス時間中に、すでにクラスタのメンテナンスが完了したため、スケジュールされたメンテナンス時
間の終了時刻を待たずにクラスタからのイベントやアラートの通知を再開したい場合は、現在のメンテナンス
時間をキャンセルすると便利です。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、ストレージ管理 > *クラスタ設定*をクリックします。

2. クラスターの Maintenance Mode 列：

状況 この手順を実行してください…

スケジュールされたメンテナンス時間の期間を変更
する

a. スライダ ボタンの横にある「スケジュール設定
済み」というテキストをクリックします。

b. 開始日時および／または終了日時を変更
し、Apply をクリックしてください。

現在のアクティブなメンテナンス時間を延長する a. スライダ ボタンの横にある「アクティブ」とい
うテキストをクリックします。

b. 終了日時を変更して、*適用*をクリックしてく
ださい。

スケジュールされたメンテナンス時間をキャンセル
する

スライダ ボタンを選択して左に動かします。

アクティブなメンテナンス時間をキャンセルする スライダ ボタンを選択して左に動かします。

Active IQ Unified Manager でメンテナンス期間中に生成されたイベントを表示する

必要に応じて、すべてのストレージ オブジェクトについてUnified Managerのメンテナン
ス時間中に生成されたイベントを確認することができます。ほとんどのイベントは、メ
ンテナンス時間が終了し、すべてのシステム リソースが再び稼働すると、「廃止」の状
態になります。

開始する前に

少なくとも1回はメンテナンス時間が完了している必要があります。

メンテナンス時間中に発生したイベントは、デフォルトでは[イベント管理]インベントリ ページに表示されま
せん。

手順

1. 左側のナビゲーションペインで、*イベント*をクリックします。
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[イベント管理]インベントリ ページには、デフォルトではすべてのアクティブなイベント（新規と確認
済みのイベント）が表示されます。

2. 「表示」ペインから、*メンテナンス中に生成されたすべてのイベント*オプションを選択します。

メンテナンス時間のすべてのセッションとすべてのクラスタを対象に、過去7日間にトリガーされたイベ
ントのリストが表示されます。

3. 単一のクラスターに対して複数のメンテナンス期間が設定されている場合は、Triggered Time カレンダ
ーアイコンをクリックして、表示したいメンテナンス期間のイベントの期間を選択できます。

Active IQ Unified Manager でホストシステムリソースイベン
トを管理する

Unified Managerには、Unified Managerがインストールされているホストシステム上の
リソースの問題を監視するサービスが含まれています。ホストシステムのディスク容量
不足やメモリ不足などの問題が発生すると、管理ステーションイベントが発生し、UIの
上部にバナーメッセージとして表示されることがあります。

管理ステーションのイベントは、Unified Manager がインストールされているホストシステムに問題があるこ
とを示します。管理ステーションの問題の例としては、ホストシステムのディスク容量不足、Unified

Manager による定期的なデータ収集サイクルの欠落、次回のデータ収集ポーリングが開始されたために統計
分析が完了しない、または完了が遅れるなどが挙げられます。

他のすべてのUnified Managerイベントメッセージとは異なり、これらの特定の管理ステーションの警告およ
び重大イベントはバナーメッセージで表示されます。

手順

1. 管理ステーション イベントの情報を表示するには、次の操作を実行します。

状況 操作

イベントの詳細を表示する イベント バナーをクリックして、問題の解決策を
提案する[イベントの詳細]ページを表示します。

すべての管理ステーション イベントを表示する a. 左側のナビゲーションペインで、*イベント管
理*をクリックします。

b. [イベント管理]インベントリ ページの[フィルタ]

ペインで、[ソース タイプ]リストにある[管理ス
テーション]のボックスをクリックします。

イベントの詳細を理解する

Active IQ Unified Manager のイベントの状態

イベントの状態を確認すると、対処が必要かどうかを特定するのに役立ちます。イベン
トの状態は、「新規」、「確認済み」、「解決済み」、「廃止」のいずれかになりま
す。「新規」と「確認済み」のイベントの両方がアクティブなイベントとみなされま
す。
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イベントの状態は次のとおりです。

• 新しい

新しいイベントの状態

• 承認済み

イベントを確認したときの状態

• 解決済み

イベントが解決済みとマークされたときの状態

• 廃止

イベントが自動的に修正されたか、イベントの原因が有効でなくなったときの状態

廃止状態のイベントを確認または解決することはできません。

イベントのさまざまな状態の例

次の例は、手動および自動でイベントの状態が変化する様子を示しています。

「クラスタに到達できません」イベントがトリガーされると、その時点でイベントの状態は「新規」になりま
す。そのイベントを確認すると、イベントの状態は「確認済み」に変わります。イベントに適切に対処した
ら、イベントを解決済みとしてマークする必要があります。これにより、イベントの状態は「解決済み」に変
わります。

「クラスタに到達できません」イベントが生成された原因が停電であった場合は、電源が復旧すると、管理者
の介入なしでクラスタが再開されます。そのため、「クラスタに到達できません」イベントは有効でなくな
り、イベントの状態が次回の監視サイクルで「廃止」に変わります。

Unified Managerでは、イベントが「廃止」または「解決済み」の状態になるとアラートを送信します。この
アラートのEメールの件名と内容に、イベントの状態に関する情報が記載されます。また、SNMPトラップに
もイベントの状態に関する情報が含まれます。

Active IQ Unified Manager のイベント重大度タイプについて

イベントには、対処する際の優先度を判別できるように、それぞれ重大度タイプが関連
付けられています。

• クリティカル

問題が発生しており、すぐに対処しないとサービスが停止する可能性があります。

パフォーマンスに関する重大イベントは、ユーザ定義のしきい値からのみ生成されます。

• エラー

イベント ソースは実行中ですが、サービスの停止を回避するために対処が必要です。
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• 警告

イベント ソースに注意が必要なアラートが発生したか、クラスタ オブジェクトのパフォーマンス カウン
タが正常な範囲から外れており、重大な問題にならないように監視が必要です。この重大度のイベントで
はサービスは停止しません。早急な対処も不要です。

パフォーマンスに関する警告イベントは、システムまたはユーザ定義のしきい値、あるいは動的なしきい
値から生成されます。

• 情報

新しいオブジェクトが検出されたときやユーザ操作が実行されたときに発生します。たとえば、ストレー
ジ オブジェクトが削除されたときや設定に変更があったときは、情報タイプの重大度のイベントが生成さ
れます。

情報イベントは、ONTAPで設定の変更が検出されたときに直接生成されます。

Active IQ Unified Manager のイベントの影響レベルについて

イベントには、対処する際の優先度を判別できるように、それぞれに影響レベル（イン
シデント、リスク、イベント、またはアップグレード）が関連付けられています。

• インシデント

インシデントは、クラスタによるクライアントへのデータの提供の停止やデータを格納するスペースの不
足を引きおこす一連のイベントです。影響レベルが「インシデント」のイベントは、最も重大度が高く、
サービスの停止を回避するためにすぐに対処する必要があります。

• リスク

リスクは、クラスタによるクライアントへのデータの提供の停止やデータを格納するスペースの不足を引
き起こす可能性がある一連のイベントです。影響レベルが「リスク」のイベントは、サービスの停止につ
ながる可能性があり、対処が必要な場合があります。

• イベント

イベントは、ストレージ オブジェクトとその属性の状態やステータスの変化を示します。影響レベルが「
イベント」のイベントは、情報提供を目的としたものであり、特別な対処は必要ありません。

• アップグレード

アップグレードイベントは、Active IQ プラットフォームから報告される特定の種類のイベントです。これ
らのイベントは、ONTAP ソフトウェア、ノードファームウェア、またはオペレーティングシステムソフ
トウェア（セキュリティ勧告の場合）のアップグレードが解決策として必要な問題を特定します。これら
の問題の中には、直ちに是正措置を講じる必要があるものもあれば、次回の定期メンテナンスまで待てる
ものもあります。

Active IQ Unified Manager のイベントの影響範囲について

イベントは、管理者が担当するタイプのイベントに専念できるように、6つの影響領域（
可用性、容量、構成、パフォーマンス、保護、セキュリティ）に分類されています。
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• 可用性

可用性イベントは、ストレージ オブジェクトがオフラインになった場合、プロトコル サービスが停止し
た場合、ストレージ フェイルオーバーで問題が発生した場合、ハードウェアで問題が発生した場合に通知
するイベントです。

• 容量

容量イベントは、アグリゲート、ボリューム、LUN、またはネームスペースのサイズがしきい値に近づい
ているか達した場合、または環境の通常の増加率とかけ離れている場合に通知するイベントです。

• 構成

構成イベントは、ストレージ オブジェクトの検出、削除、追加、または名前変更について通知するイベン
トです。構成イベントの影響レベルは「イベント」、重大度タイプは「情報」です。

• パフォーマンス

パフォーマンス イベントは、監視対象のストレージ オブジェクトにおけるデータ ストレージの入力速度
や取得速度に悪影響を及ぼす可能性がある、クラスタのリソース、設定、または処理の状況について通知
するイベントです。

• 保護

保護イベントは、SnapMirror関係に関するインシデントやリスク、デスティネーションの容量の問
題、SnapVault関係の問題、または保護ジョブの問題について通知するイベントです。セカンダリ ボリュ
ームおよび保護関係をホストするONTAPのオブジェクト（アグリゲート、ボリューム、およびSVM）
は、いずれもこの影響領域に分類されます。

• セキュリティ

セキュリティイベントは、 "NetApp ONTAP 9 セキュリティ強化ガイド"で定義されたパラメータに基づい
て、ONTAPクラスター、ストレージ仮想マシン（SVM）、およびボリュームのセキュリティ状態を通知
します。

さらに、この領域には、Active IQプラットフォームから報告されるアップグレード イベントも含まれま
す。

Active IQ Unified Manager がオブジェクトのステータスを計算する方法

オブジェクト ステータスは、現在の状態が「新規」または「確認済み」である最も重大
度の高いイベントによって決まります。たとえば、オブジェクト ステータスが「エラ
ー」の場合は、オブジェクトのいずれかのイベントの重大度タイプが「エラー」となっ
ています。イベントに対処すると、イベントの状態は「解決済み」になります。

Active IQ Unified Manager の動的パフォーマンスイベントについて

動的なパフォーマンス イベントに関する情報として、[イベントの詳細]ページの[システ
ム診断]セクションに、レイテンシが高いワークロード、または競合状態のクラスタ コン
ポーネントの使用量が多いワークロードが表示されます。
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パフォーマンス統計は、パフォーマンス イベントが検出されてからイベントが最後に分析されるまでの時
間に基づいています。このグラフには、競合状態のクラスタ コンポーネントの過去のパフォーマンス統計も
表示されます。

たとえば、コンポーネントの利用率が高いワークロードを確認して、利用率が低いコンポーネントに移動する
ワークロードを特定できます。ワークロードを移動することで、現在のコンポーネントにかかる作業量が減
り、場合によってはそのコンポーネントが競合状態から外れる可能性があります。このセクションの上部に
は、イベントが検出され、最後に分析された時刻と日付の範囲が表示されます。アクティブなイベント（新規
または確認済みのイベント）の場合は、最後に分析された時刻が更新されます。

レイテンシとアクティビティのグラフにカーソルを合わせると、上位のワークロードの名前が表示されます。
グラフの右側にある「ワークロードタイプ」メニューをクリックすると、ワークロードをイベントにおける役
割（sharks、bullies、_victims_など）に基づいて並べ替えることができ、競合しているクラスタコンポーネン
ト上でのレイテンシと使用状況の詳細が表示されます。実際の値と期待値を比較することで、ワークロードの
レイテンシや使用量が想定範囲外になった時期を確認できます。詳細については、"Unified Managerで監視さ
れるワークロードのタイプ"を参照してください。

レイテンシのピーク偏差でソートする場合は、システム定義のワークロードがテーブルに表示
されません。これは、レイテンシがユーザ定義のワークロードにのみ適用されるためです。レ
イテンシの値が小さいワークロードはこのテーブルに表示されません。

動的パフォーマンスしきい値の詳細については、"動的なパフォーマンスしきい値で生成されたイベントの分
析"を参照してください。

Unified Manager がワークロードをどのようにランク付けし、ソート順を決定するかについては、"Unified

Managerがイベントによるパフォーマンスへの影響を判定する仕組み"を参照してください。

グラフ内のデータには、イベントが最後に分析されるまでの24時間のパフォーマンス統計が示されます。各
ワークロードの実際の値と想定値は、ワークロードがイベントに関連した時間に基づいています。たとえば、
イベントの検出後にワークロードがそのイベントに関連した可能性があるため、パフォーマンス統計がイベン
ト検出時の値に一致しないことがあります。デフォルトでは、レイテンシのピーク（最大）偏差でワークロー
ドがソートされます。

Unified Managerは、5分間隔の履歴パフォーマンスデータとイベントデータを最大30日間保持
するため、イベントが30日以上前のものである場合、パフォーマンスデータは表示されませ
ん。

• ワークロードソート列

◦ レイテンシーチャート

前回の分析中の、ワークロードのレイテンシに対するイベントの影響が表示されます。

◦ コンポーネント使用状況列

競合状態のクラスタ コンポーネントのワークロードの使用量に関する詳細が表示されます。グラフで
は、実際の使用量は青い線で表示されます。赤のバーは、イベント期間（検出時間から最後の分析時
間まで）を示します。詳細については、"ワークロード パフォーマンスの測定値"を参照してくださ
い。

ネットワーク コンポーネントの場合は、クラスタ以外のアクティビティに基づいてネット
ワーク パフォーマンス統計が作成されるため、この列は表示されません。
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◦ コンポーネントの使用法

ネットワーク処理、データ処理、およびアグリゲート コンポーネントの利用率（割合）の履歴また
はQoSポリシー グループ コンポーネントのアクティビティ（割合）の履歴が表示されます。ネットワ
ーク コンポーネントまたはインターコネクト コンポーネントについてはこのグラフは表示されませ
ん。統計にカーソルを合わせると、特定の時点における使用状況を表示できます。

◦ 書き込み合計MB/s履歴

MetroClusterのリソース コンポーネントの場合にのみ、MetroCluster構成のパートナー クラスタにミ
ラーリングされるすべてのボリューム ワークロードについて、書き込みスループットの合計が1秒あ
たりのメガバイト数（MBps）で表示されます。

◦ イベント履歴

競合状態のコンポーネントの過去のイベントを示す赤い影付きの線が表示されます。廃止状態のイベ
ントの場合は、選択したイベントが検出される前に発生したイベントおよびそのイベントが解決され
たあとに発生したイベントがチャートに表示されます。

Active IQ Unified Manager によって検出された構成変更

Unified Managerは、クラスターの構成変更を監視し、変更がパフォーマンスイベントの
原因となった、またはパフォーマンスイベントに影響を与えたかどうかを判断するのに
役立ちます。Performance Explorerページには、変更が検出された日時を示す変更イベ
ントアイコン（ ）が表示されます。

[パフォーマンス エクスプローラ]ページと[ワークロード分析]ページのパフォーマンス グラフで、変更イベン
トが選択したクラスタ オブジェクトのパフォーマンスに影響していないかどうかを確認できます。パフォー
マンス イベントと同時かその前後に変更が検出されていれば、その変更が原因でイベントのアラートがトリ
ガーされた可能性があります。

Unified Managerは、情報イベントとして分類される以下の変更イベントを検出できます。

• ボリュームがアグリゲート間で移動されたとき。

Unified Managerは、移動が進行中、完了、または失敗したことを検知できます。ボリュームの移動中
にUnified Managerがダウンした場合、Unified Managerが復旧すると、ボリュームの移動を検出し、その
変更イベントを表示します。

• 1つ以上の監視対象ワークロードを含むQoSポリシー グループのスループット（MBpsまたはIOPS）の制
限が変更されたとき。

ポリシー グループ制限を変更するとレイテンシ（応答時間）が一時的に長くなることがあり、ポリシー
グループのイベントがトリガーされる可能性もあります。レイテンシは徐々に正常に戻り、発生したイベ
ントは廃止状態になります。

• HAペア内のノードは、パートナーノードのストレージをテイクオーバーしたり、パートナーノードに返
還したりします。

Unified Manager は、テイクオーバー、部分テイクオーバー、またはギブバック操作が完了したことを検
出できます。テイクオーバーがパニック状態のノードによって引き起こされた場合、Unified Manager は
そのイベントを検出しません。
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• ONTAPのアップグレードやリバートの処理が正常に完了したとき。

以前のバージョンと新しいバージョンが表示されます。

イベントおよび重大度タイプのリスト

Active IQ Unified Manager のアグリゲートイベントの詳細

アグリゲート イベントは、アグリゲートのステータス情報を提供します。これにより、
潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名とトラ
ップ名、影響レベル、ソース タイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：可用性

アスタリスク（*）は、EMSイベントがUnified Managerイベントに変換されたことを示します。

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

アグリゲートはオフライ
ン
（ocumEvtAggregateStat

eOffline）

インシデント Aggregate 重大

アグリゲートで障害
（ocumEvtAggregateStat

eFailed）

インシデント Aggregate 重大

アグリゲートは制限状態
（ocumEvtAggregateStat

eRestricted）

リスク Aggregate 警告

アグリゲートは再構築中
（ocumEvtAggregateRaid

StateReconstructing）

リスク Aggregate 警告

アグリゲートはデグレー
ド状態
（ocumEvtAggregateRaid

StateDegraded）

リスク Aggregate 警告

クラウド階層に一部到達
可能
（ocumEventCloudTierPa

rtiallyReachable）

リスク Aggregate 警告

クラウド階層に到達不能
（ocumEventCloudTierUn

reachable）

リスク Aggregate エラー

集約の再配置のため、ク
ラウド層へのアクセスが
拒否されました *

（arlNetraCaCheckFailed
）

リスク Aggregate エラー
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

ストレージフェイルオー
バー中のアグリゲート再
配置に対するクラウドテ
ィアアクセスが拒否され
ました *

（gbNetraCaCheckFailed
）

リスク Aggregate エラー

MetroCluster で残ったア
グリゲートあり
（ocumEvtMetroClusterA

ggregateLeftBehind）

リスク Aggregate エラー

MetroCluster アグリゲー
トのミラーリングがデグ
レード状態
（ocumEvtMetroClusterA

ggregateMirrorDegraded
）

リスク Aggregate エラー

影響範囲：容量

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

アグリゲート スペースが
ほぼフル
（ocumEvtAggregateNear

lyFull）

リスク Aggregate 警告

アグリゲート スペースが
フル
（ocumEvtAggregateFull
）

リスク Aggregate エラー

アグリゲートのフルまで
の日数
（ocumEvtAggregateDay

sUntilFullSoon）

リスク Aggregate エラー

アグリゲートがオーバー
コミット
（ocumEvtAggregateOver

committed）

リスク Aggregate エラー

アグリゲートがほぼオー
バーコミット
（ocumEvtAggregateAlm

ostOvercommitted）

リスク Aggregate 警告

アグリゲートの Snapshot

リザーブがフル
（ocumEvtAggregateSna

pReserveFull）

リスク Aggregate 警告
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

アグリゲートの増加率 -

異常
（ocumEvtAggregateGro

wthRateAbnormal）

リスク Aggregate 警告

影響範囲：構成

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

アグリゲートを検出（該
当なし）

イベント Aggregate 情報

アグリゲートの名前を変
更（該当なし）

イベント Aggregate 情報

アグリゲートを削除（該
当なし）

イベント ノード 情報

影響範囲：パフォーマンス

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

アグリゲート IOPS の重
大しきい値を超過
（ocumAggregateIopsInci

dent）

インシデント Aggregate 重大

アグリゲート IOPS の警
告しきい値を超過
（ocumAggregateIopsWa

rning）

リスク Aggregate 警告

アグリゲート MBps の重
大しきい値を超過
（ocumAggregateMbpsIn

cident）

インシデント Aggregate 重大

アグリゲート MBps の警
告しきい値を超過
（ocumAggregateMbpsW

arning）

リスク Aggregate 警告

アグリゲート レイテンシ
の重大しきい値を超過
（ocumAggregateLatency

Incident）

インシデント Aggregate 重大

アグリゲート レイテンシ
の警告しきい値を超過
（ocumAggregateLatency

Warning）

リスク Aggregate 警告
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

アグリゲート使用済みパ
フォーマンス容量の重大
しきい値を超過
（ocumAggregatePerfCa

pacityUsedIncident）

インシデント Aggregate 重大

アグリゲート使用済みパ
フォーマンス容量の警告
しきい値を超過
（ocumAggregatePerfCa

pacityUsedWarning）

リスク Aggregate 警告

アグリゲート利用率の重
大しきい値を超過
（ocumAggregateUtilizati

onIncident）

インシデント Aggregate 重大

アグリゲート利用率の警
告しきい値を超過
（ocumAggregateUtilizati

onWarning）

リスク Aggregate 警告

利用率の高いアグリゲー
ト ディスクのしきい値を
超過
（ocumAggregateDisksO

verUtilizedWarning）

リスク Aggregate 警告

アグリゲート動的イベン
トのしきい値を超過
（ocumAggregateDynami

cEventWarning）

リスク Aggregate 警告

Active IQ Unified Manager のクラスターイベントについて学ぶ

クラスタ イベントは、クラスタのステータスに関する情報を提供します。これにより、
クラスタの潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベン
ト名とトラップ名、影響レベル、ソース タイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：可用性

アスタリスク（*）は、EMSイベントがUnified Managerイベントに変換されたことを示します。

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

クラスタにスペア ディス
クなし
（ocumEvtDisksNoSpare

s）

リスク クラスタ 警告
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

クラスタに到達できませ
ん
（ocumEvtClusterUnreac

hable）

リスク クラスタ エラー

クラスタ監視失敗
（ocumEvtClusterMonitori

ngFailed）

リスク クラスタ 警告

クラスタの FabricPool ラ
イセンス容量制限を超過
（ocumEvtExternalCapaci

tyTierSpaceFull）

リスク クラスタ 警告

NVMe-oF 猶予期間が開始
されました *

（nvmfGracePeriodStart
）

リスク クラスタ 警告

NVMe-oF 猶予期間有効
*(nvmfGracePeriodActive)

リスク クラスタ 警告

NVMe-oF 猶予期間が終了
しました *

（nvmfGracePeriodExpire

d）

リスク クラスタ 警告

オブジェクトのメンテナ
ンス時間を開始
（objectMaintenanceWind

owStarted）

イベント クラスタ 重大

オブジェクトのメンテナ
ンス時間を終了
（objectMaintenanceWind

owEnded）

イベント クラスタ 情報

MetroCluster で残ったス
ペア ディスクあり
（ocumEvtSpareDiskLeft

Behind）

リスク クラスタ エラー

MetroCluster の自動計画
外スイッチオーバーが無
効
（ocumEvtMccAutomatic

UnplannedSwitchOverDis

abled）

リスク クラスタ 警告

クラスタユーザのパスワ
ードが変更されました
*(cluster.passwd.changed

)

イベント クラスタ 情報
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影響範囲：容量

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

クラスタ容量の不均衡し
きい値を超過
（ocumConformanceNod

eImbalanceWarning）

リスク クラスタ 警告

クラスタのクラウド階層
の計画
（clusterCloudTierPlannin

gWarning）

リスク クラスタ 警告

FabricPoolミラーレプリ
ケーションの再同期が完
了しました *

（waflCaResyncComplete
）

イベント クラスタ 警告

FabricPoolスペースはほ
ぼ満杯です *

（fabricpoolNearlyFull）

リスク クラスタ エラー

影響範囲：構成

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

ノードの追加（該当なし
）

イベント クラスタ 情報

ノードを削除（該当なし
）

イベント クラスタ 情報

クラスタを削除（該当な
し）

イベント クラスタ 情報

クラスタ追加失敗（該当
なし）

イベント クラスタ エラー

クラスタの名前を変更（
該当なし）

イベント クラスタ 情報

緊急の EMS を受信（該
当なし）

イベント クラスタ 重大

重大な EMS を受信（該
当なし）

イベント クラスタ 重大

アラートの EMS を受信
（該当なし）

イベント クラスタ エラー

エラーの EMS を受信（
該当なし）

イベント クラスタ 警告

警告の EMS を受信（該
当なし）

イベント クラスタ 警告

29



イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

デバッグの EMS を受信
（該当なし）

イベント クラスタ 警告

通知の EMS を受信（該
当なし）

イベント クラスタ 警告

情報の EMS を受信（該
当なし）

イベント クラスタ 警告

ONTAP EMS イベントは、Unified Manager イベントの重大度レベルに応じて3つのカテゴリに分類されま
す。

Unified Managerイベントの重大度レベル ONTAP EMSイベントの重大度レベル

重大 緊急

重大

エラー アラート

警告 エラー

警告

デバッグ

通知

情報

影響範囲：パフォーマンス

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

クラスタ負荷の不均衡し
きい値を超過

リスク クラスタ 警告

クラスタ IOPS の重大し
きい値を超過
（ocumClusterIopsIncide

nt）

インシデント クラスタ 重大

クラスタ IOPS の警告し
きい値を超過
（ocumClusterIopsWarnin

g）

リスク クラスタ 警告

クラスタ MBps の重大し
きい値を超過
（ocumClusterMbpsIncid

ent）

インシデント クラスタ 重大
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

クラスタ MBps の警告し
きい値を超過
（ocumClusterMbpsWarni

ng）

リスク クラスタ 警告

クラスタ動的イベントの
警告しきい値を超過
（ocumClusterDynamicEv

entWarning）

リスク クラスタ 警告

影響領域：セキュリティ

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

AutoSupport HTTPS 転送
が無効
（ocumClusterASUPHttps

ConfiguredDisabled）

リスク クラスタ 警告

ログ転送が暗号化されて
いない
（ocumClusterAuditLogU

nencrypted）

リスク クラスタ 警告

デフォルトのローカル管
理ユーザが有効
（ocumClusterDefaultAd

minEnabled）

リスク クラスタ 警告

FIPS モードが無効
（ocumClusterFipsDisabl

ed）

リスク クラスタ 警告

ログイン バナーが無効
（ocumClusterLoginBann

erDisabled）

リスク クラスタ 警告

ログイン バナーを変更
（ocumClusterLoginBann

erChanged）

リスク クラスタ 警告

ログ転送先を変更
（ocumLogForwardDestin

ationsChanged）

リスク クラスタ 警告

NTP サーバ名を変更
（ocumNtpServerNames

Changed）

リスク クラスタ 警告

NTP サーバ数が不足
（securityConfigNTPServ

erCountLowRisk）

リスク クラスタ 警告
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

クラスタ ピア通信が暗号
化されていない
（ocumClusterPeerEncry

ptionDisabled）

リスク クラスタ 警告

SSH でセキュアでない暗
号を使用
（ocumClusterSSHInsecu

re）

リスク クラスタ 警告

Telnet プロトコルが有効
（ocumClusterTelnetEna

bled）

リスク クラスタ 警告

一部の ONTAP ユーザ ア
カウントで安全性が低い
MD5 ハッシュ関数を使用
（ocumClusterMD5Passw

ordHashUsed）

リスク クラスタ 警告

クラスタで自己署名証明
書を使用
（ocumClusterSelfSigned

Certificate）

リスク クラスタ 警告

クラスタ リモート シェル
が有効
（ocumClusterRshDisabl

ed）

リスク クラスタ 警告

クラスタ証明書の有効期
間がまもなく終了
（ocumEvtClusterCertific

ateAboutToExpire）

リスク クラスタ 警告

クラスタ証明書の有効期
間が終了
（ocumEvtClusterCertific

ateExpired）

リスク クラスタ エラー

Active IQ Unified Manager のディスクイベントについて

ディスクのイベントは、ディスクのステータス情報を提供します。これにより、潜在的
な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名とトラップ
名、影響レベル、ソース タイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：可用性
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

フラッシュ ディスク - ス
ペア ブロックをほぼ使用
（ocumEvtClusterFlashDi

skFewerSpareBlockError
）

リスク クラスタ エラー

フラッシュ ディスク - ス
ペア ブロックなし
（ocumEvtClusterFlashDi

skNoSpareBlockCritical）

インシデント クラスタ 重大

未割り当てディスクあり
（ocumEvtClusterUnassig

nedDisksSome）

リスク クラスタ 警告

障害ディスクあり
（ocumEvtDisksSomeFail

ed）

インシデント クラスタ 重大

Active IQ Unified Manager のエンクロージャーイベントについて

エンクロージャのイベントは、データセンター内のディスク シェルフ エンクロージャの
ステータス情報を提供します。これにより、潜在的な問題を監視できます。影響範囲別
にイベントがまとめられ、イベント名とトラップ名、影響レベル、ソース タイプ、およ
び重大度が表示されます。

影響範囲：可用性

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

ディスク シェルフのファ
ンに障害
（ocumEvtShelfFanFailed
）

インシデント ストレージ シェルフ 重大

ディスク シェルフの電源
装置に障害
（ocumEvtShelfPowerSu

pplyFailed）

インシデント ストレージ シェルフ 重大
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

ディスク シェルフ マルチ
パス未設定
（ocumDiskShelfConnecti

vityNotInMultiPath）

このイベントの適用対象
外：

• MetroCluster構成のク
ラスタ

• 以下のプラットフォ
ーム：FAS2554

、FAS2552、FAS252

0、およびFAS2240

リスク ノード 警告

ディスク シェルフ パス障
害
（ocumDiskShelfConnecti

vityPathFailure）

リスク ストレージ シェルフ 警告

影響範囲：構成

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

ディスク シェルフを検出
（該当なし）

イベント ノード 情報

ディスク シェルフを削除
（該当なし）

イベント ノード 情報

Active IQ Unified Manager のファンイベントについて

ファン イベントは、データセンター内のノードのファンのステータス情報を提供しま
す。これにより、潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、
イベント名とトラップ名、影響レベル、ソース タイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：可用性

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

1 つ以上のファンに障害
（ocumEvtFansOneOrMo

reFailed）

インシデント ノード 重大

Active IQ Unified Manager のフラッシュカードイベントについて

フラッシュ カードのイベントは、データセンター内のノードに取り付けられているフラ
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ッシュ カードのステータス情報を提供します。これにより、潜在的な問題を監視でき
ます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名とトラップ名、影響レベル、ソ
ース タイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：可用性

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

フラッシュ カードはオフ
ライン
（ocumEvtFlashCardOffli

ne）

インシデント ノード 重大

Active IQ Unified Manager の inode イベントについて

inodeイベントは、inodeがフルまたはほぼフルになったことを通知します。これによ
り、潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名と
トラップ名、影響レベル、ソース タイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：容量

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

inode がほぼフル
（ocumEvtInodesAlmostF

ull）

リスク Volume 警告

inode がフル
（ocumEvtInodesFull）

リスク Volume エラー

Active IQ Unified Manager のネットワークインターフェイスイベント

ネットワーク インターフェイス（LIF）イベントは、LIFのステータス情報を提供しま
す。これにより、潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、
イベント名とトラップ名、影響レベル、ソース タイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：可用性

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

ネットワーク インターフ
ェイスのステータス - 停
止
（ocumEvtLifStatusDown
）

リスク インターフェイス エラー
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

FC / FCoE ネットワーク
インターフェイスのステ
ータス - 停止
（ocumEvtFCLifStatusDo

wn）

リスク インターフェイス エラー

ネットワーク インターフ
ェイスのフェイルオーバ
ー実行不可
（ocumEvtLifFailoverNot

Possible）

リスク インターフェイス 警告

ネットワーク インターフ
ェイスがホーム ポートに
ない
（ocumEvtLifNotAtHome

Port）

リスク インターフェイス 警告

影響範囲：構成

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

ネットワーク インターフ
ェイスのルートが未設定
（該当なし）

イベント インターフェイス 情報

影響範囲：パフォーマンス

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

ネットワーク インターフ
ェイス MBps の重大しき
い値を超過
（ocumNetworkLifMbpsIn

cident）

インシデント インターフェイス 重大

ネットワーク インターフ
ェイス MBps の警告しき
い値を超過
（ocumNetworkLifMbpsW

arning）

リスク インターフェイス 警告

FC ネットワーク インタ
ーフェイス MBps の重大
しきい値を超過
（ocumFcpLifMbpsIncide

nt）

インシデント インターフェイス 重大

36



イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

FC ネットワーク インタ
ーフェイス MBps の警告
しきい値を超過
（ocumFcpLifMbpsWarni

ng）

リスク インターフェイス 警告

NVMf FC ネットワーク イ
ンターフェイス MBps の
重大しきい値を超過
（ocumNvmfFcLifMbpsIn

cident）

インシデント インターフェイス 重大

NVMf FC ネットワーク イ
ンターフェイス MBps の
警告しきい値を超過
（ocumNvmfFcLifMbpsW

arning）

リスク インターフェイス 警告

Active IQ Unified Manager の LUN イベントについて

LUNイベントは、LUNのステータス情報を提供します。これにより、潜在的な問題を監
視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名とトラップ名、影響レベ
ル、ソース タイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：可用性

アスタリスク（*）は、EMSイベントがUnified Managerイベントに変換されたことを示します。

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

LUN はオフライン
（ocumEvtLunOffline）

インシデント LUN 重大

LUNが破棄されました *

（lunDestroy）
イベント LUN 情報

igroup でサポートされな
いオペレーティング シス
テムに LUN をマッピング
（igroupUnsupportedOsT

ype）

インシデント LUN 警告

LUN にアクセスするため
のアクティブなパスが 1

つのみ
（ocumEvtLunSingleActiv

ePath）

リスク LUN 警告
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

LUN にアクセスするため
のアクティブなパスがな
い
（ocumEvtLunNotReacha

ble）

インシデント LUN 重大

LUN にアクセスするため
の最適パスがない
（ocumEvtLunOptimized

PathInactive）

リスク LUN 警告

HA パートナーから LUN

にアクセスするためのパ
スがない
（ocumEvtLunHaPathIna

ctive）

リスク LUN 警告

HA ペアの一方のノードか
ら LUN にアクセスするた
めのパスがない
（ocumEvtLunNodePathS

tatusDown）

リスク LUN エラー

影響範囲：容量

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

LUN Snapshot コピー用
の十分なスペースなし
（ocumEvtLunSnapshotN

otPossible）

リスク Volume 警告

影響範囲：構成

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

igroup でサポートされな
いオペレーティング シス
テムに LUN をマッピング
（igroupUnsupportedOsT

ype）

リスク LUN 警告

影響範囲：パフォーマンス

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

LUN IOPS の重大しきい
値を超過
（ocumLunIopsIncident）

インシデント LUN 重大
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

LUN IOPS の警告しきい
値を超過
（ocumLunIopsWarning）

リスク LUN 警告

LUN MBps の重大しきい
値を超過
（ocumLunMbpsIncident
）

インシデント LUN 重大

LUN MBps の警告しきい
値を超過
（ocumLunMbpsWarning
）

リスク LUN 警告

LUN レイテンシ（ミリ秒/

処理）の重大しきい値を
超過
（ocumLunLatencyIncide

nt）

インシデント LUN 重大

LUN レイテンシ（ミリ秒/

処理）の警告しきい値を
超過
（ocumLunLatencyWarni

ng）

リスク LUN 警告

LUN レイテンシ / LUN

IOPS の重大しきい値を超
過
（ocumLunLatencyIopsIn

cident）

インシデント LUN 重大

LUN レイテンシ / LUN

IOPS の警告しきい値を超
過
（ocumLunLatencyIopsW

arning）

リスク LUN 警告

LUN レイテンシ / LUN

MBps の重大しきい値を
超過
（ocumLunLatencyMbpsI

ncident）

インシデント LUN 重大

LUN レイテンシ / LUN

MBps の警告しきい値を
超過
（ocumLunLatencyMbps

Warning）

リスク LUN 警告
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

LUNレイテンシ / アグリ
ゲート使用済みパフォー
マンス容量の重大しきい
値を超過
（ocumLunLatencyAggre

gatePerfCapacityUsedInci

dent）

インシデント LUN 重大

LUNレイテンシ / アグリ
ゲート使用済みパフォー
マンス容量の警告しきい
値を超過
（ocumLunLatencyAggre

gatePerfCapacityUsedWa

rning）

リスク LUN 警告

LUN レイテンシ / アグリ
ゲート利用率の重大しき
い値を超過
（ocumLunLatencyAggre

gateUtilizationIncident）

インシデント LUN 重大

LUN レイテンシ / アグリ
ゲート利用率の警告しき
い値を超過
（ocumLunLatencyAggre

gateUtilizationWarning）

リスク LUN 警告

LUN レイテンシ / ノード
使用済みパフォーマンス
容量の重大しきい値を超
過
（ocumLunLatencyNodeP

erfCapacityUsedIncident
）

インシデント LUN 重大

LUN レイテンシ / ノード
使用済みパフォーマンス
容量の警告しきい値を超
過
（ocumLunLatencyNodeP

erfCapacityUsedWarning
）

リスク LUN 警告

LUNレイテンシ / ノード
の使用済みパフォーマン
ス容量 - テイクオーバー
の重大しきい値を超過
（ocumLunLatencyAggre

gatePerfCapacityUsedTak

eoverIncident）

インシデント LUN 重大
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

LUNレイテンシ / ノード
の使用済みパフォーマン
ス容量 - テイクオーバー
の警告しきい値を超過
（ocumLunLatencyAggre

gatePerfCapacityUsedTak

eoverWarning）

リスク LUN 警告

LUN レイテンシ / ノード
利用率の重大しきい値を
超過
（ocumLunLatencyNode

UtilizationIncident）

インシデント LUN 重大

LUN レイテンシ / ノード
利用率の警告しきい値を
超過
（ocumLunLatencyNode

UtilizationWarning）

リスク LUN 警告

QoS LUN 最大 IOPS の警
告しきい値を超過
（ocumQosLunMaxIopsW

arning）

リスク LUN 警告

QoS LUN 最大 MBps の警
告しきい値を超過
（ocumQosLunMaxMbps

Warning）

リスク LUN 警告

パフォーマンス サービス
レベル ポリシーに定義さ
れたワークロードの LUN

レイテンシしきい値を超
過
（ocumConformanceLate

ncyWarning）

リスク LUN 警告

Active IQ Unified Manager の管理ステーション イベントについて

管理ステーションのイベントは、Unified Manager がインストールされているサーバーの
状態に関する情報を提供するため、潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベン
トがまとめられ、イベント名とトラップ名、影響レベル、ソース タイプ、および重大度
が表示されます。

影響範囲：構成
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

管理サーバのディスク ス
ペースがほぼフル
（ocumEvtUnifiedManage

rDiskSpaceNearlyFull）

リスク 管理ステーション 警告

管理サーバのディスク ス
ペースがフル
（ocumEvtUnifiedManage

rDiskSpaceFull）

インシデント 管理ステーション 重大

管理サーバのメモリが減
少
（ocumEvtUnifiedManage

rMemoryLow）

リスク 管理ステーション 警告

管理サーバのメモリがほ
とんどなし
（ocumEvtUnifiedManage

rMemoryAlmostOut）

インシデント 管理ステーション 重大

MySQL ログ ファイルの
サイズを拡張（再起動が
必要）
（ocumEvtMysqlLogFileSi

zeWarning）

インシデント 管理ステーション 警告

監査ログの合計サイズが
まもなく最大割り当てに
到達

リスク 管理ステーション 警告

syslog サーバ証明書の有
効期間がまもなく終了

リスク 管理ステーション 警告

syslog サーバ証明書の有
効期間が終了

リスク 管理ステーション エラー

監査ログ ファイルが改ざ
ん

リスク 管理ステーション 警告

監査ログ ファイルが削除 リスク 管理ステーション 警告

syslog サーバ接続エラー リスク 管理ステーション エラー

syslog サーバ構成が変更 イベント 管理ステーション 警告

影響範囲：パフォーマンス

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

パフォーマンス データ分
析への影響
（ocumEvtUnifiedManage

rDataMissingAnalyze）

リスク 管理ステーション 警告
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

パフォーマンス データ収
集への影響
（ocumEvtUnifiedManage

rDataMissingCollection）

インシデント 管理ステーション 重大

最後の2つのパフォーマンス イベントは、Unified Manager 7.2でのみ使用されていたもので
す。これらのいずれかのイベントが新規の状態で存在している場合、Unified Managerソフトウ
ェアを新しいバージョンにアップグレードしたときにイベントは自動的にパージされません。
これらのイベントについては、手動で解決済みの状態にする必要があります。

Active IQ Unified Manager の MetroCluster ブリッジイベントについて

MetroClusterブリッジ イベントは、ブリッジのステータス情報を提供します。これによ
り、MetroCluster over FC構成の潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントが
まとめられ、イベント名とトラップ名、影響レベル、ソース タイプ、および重大度が表
示されます。

影響範囲：可用性

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

ブリッジに到達不能
（ocumEvtBridgeUnreach

able）

インシデント MetroCluster ブリッジ 重大

ブリッジの温度が異常
（ocumEvtBridgeTemper

atureAbnormal）

インシデント MetroCluster ブリッジ 重大

Active IQ Unified Manager の MetroCluster 接続イベントについて

接続イベントは、クラスタ内のコンポーネント間の接続、およびMetroCluster over FC構
成およびMetroCluster over IP構成内のクラスタ間の接続に関する情報を提供します。こ
れにより、潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベン
ト名とトラップ名、影響レベル、ソース タイプ、および重大度が表示されます。

両方の構成に共通のイベント

次の接続イベントは、MetroCluster over FC構成とMetroCluster over IP構成に共通です。

影響範囲：可用性
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

MetroCluster パートナー
間のすべてのリンクが停
止
（ocumEvtMetroClusterAl

lLinksBetweenPartnersDo

wn）

インシデント MetroCluster関係 重大

MetroCluster パートナー
にピアリング ネットワー
ク経由で到達不能
（ocumEvtMetroClusterP

artnersNotReachableOver

PeeringNetwork）

インシデント MetroCluster関係 重大

MetroCluster ディザスタ
リカバリ機能への影響
（ocumEvtMetroClusterD

RStatusImpacted）

リスク MetroCluster関係 重大

MetroCluster 構成をスイ
ッチオーバー
（ocumEvtMetroClusterD

RStatusImpacted）

リスク MetroCluster関係 警告

MetroCluster over FC構成

次のイベントは、MetroCluster over FC構成に関係します。

影響範囲：可用性

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

すべてのスイッチ間リン
クが停止
（ocumEvtMetroClusterAl

lISLBetweenSwitchesDow

n）

インシデント MetroClusterスイッチ間
の接続

重大

FC-SAS ブリッジからス
トレージ スタックへのリ
ンクが停止
（ocumEvtBridgeSasPort

Down）

インシデント MetroClusterブリッジの
スタック接続

重大

MetroCluster 構成を一部
スイッチオーバー
（ocumEvtMetroClusterD

RStatusPartiallyImpacted
）

リスク MetroCluster関係 エラー
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

ノードから FC スイッチ
へのすべての FC-VI イン
ターコネクト リンクが停
止
（ocumEvtMccNodeSwitc

hFcviLinksDown）

インシデント MetroClusterノードのス
イッチ接続

重大

ノードから FC スイッチ
への一部の FC イニシエ
ータ リンクが停止
（ocumEvtMccNodeSwitc

hFcLinksOneOrMoreDow

n）

リスク MetroClusterノードのス
イッチ接続

警告

ノードから FC スイッチ
へのすべての FC イニシ
エータ リンクが停止
（ocumEvtMccNodeSwitc

hFcLinksDown）

インシデント MetroClusterノードのス
イッチ接続

重大

スイッチから FC-SAS ブ
リッジへの FC リンクが
停止
（ocumEvtMccSwitchBrid

geFcLinksDown）

インシデント MetroClusterスイッチの
ブリッジ接続

重大

ノード間のすべての FC-

VI インターコネクト リン
クが停止
（ocumEvtMccInterNodeL

inksDown）

インシデント ノード間の接続 重大

ノード間の一部の FC-VI

インターコネクト リンク
が停止
（ocumEvtMccInterNodeL

inksOneOrMoreDown）

リスク ノード間の接続 警告

ノードからブリッジへの
リンクが停止
（ocumEvtMccNodeBridg

eLinksDown）

インシデント ノードのブリッジ接続 重大

ノードからストレージ ス
タックへのすべての SAS

リンクが停止
（ocumEvtMccNodeStack

LinksDown）

インシデント ノードのスタック接続 重大

ノードからストレージ ス
タックへの一部の SAS リ
ンクが停止
（ocumEvtMccNodeStack

LinksOneOrMoreDown）

リスク ノードのスタック接続 警告
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MetroCluster over IP構成

次のイベントは、MetroCluster over IP構成に関係します。

影響範囲：可用性

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

MetroCluster IP サイト間
接続ステータスが停止
（mccIntersiteconnectivity

StatusDown）

リスク MetroCluster関係 重大

MetroCluster IP ノードか
らスイッチへの接続がオ
フライン
（mccIpPortStatusOffline
）

リスク ノード エラー

MetroCluster スイッチイベントについて Active IQ Unified Manager で学ぶ

MetroCluster over FC構成についてのMetroClusterスイッチ イベントは、MetroClusterス
イッチのステータス情報を提供します。これにより、潜在的な問題を監視できます。影
響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名とトラップ名、影響レベル、ソース タイ
プ、および重大度が表示されます。

影響範囲：可用性

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

スイッチの温度が異常
（ocumEvtSwitchTemper

atureAbnormal）

インシデント MetroCluster スイッチ 重大

スイッチに到達不能
（ocumEvtSwitchUnreach

able）

インシデント MetroCluster スイッチ 重大

スイッチのファンに障害
（ocumEvtSwitchFansOn

eOrMoreFailed）

インシデント MetroCluster スイッチ 重大

スイッチの電源装置に障
害
（ocumEvtSwitchPowerS

uppliesOneOrMoreFailed
）

インシデント MetroCluster スイッチ 重大
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

スイッチの温度センサー
に障害
（ocumEvtSwitchTemper

atureSensorFailed）

このイベン
トはCisco

スイッチに
のみ関係し
ます。

インシデント MetroCluster スイッチ 重大

Active IQ Unified Manager の NVMe 名前空間イベントについて

NVMeネームスペース イベントは、ネームスペースのステータス情報を提供します。こ
れにより、潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベン
ト名とトラップ名、影響レベル、ソース タイプ、および重大度が表示されます。

アスタリスク（*）は、EMSイベントがUnified Managerイベントに変換されたことを示します。

影響範囲：可用性

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

NVMeNS オフライン *

（nvmeNamespaceStatus

Offline）

イベント ネームスペース 情報

NVMeNSオンライン*

（nvmeNamespaceStatus

Online）

イベント ネームスペース 情報

NVMeNS 容量不足 *

（nvmeNamespaceSpace

OutOfSpace）

リスク ネームスペース 警告

NVMeNS を破棄します *

（nvmeNamespaceDestr

oy）

イベント ネームスペース 情報

影響範囲：パフォーマンス

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

NVMe ネームスペース
IOPS の重大しきい値を超
過
（ocumNvmeNamespaceI

opsIncident）

インシデント ネームスペース 重大
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

NVMe ネームスペース
IOPS の警告しきい値を超
過
（ocumNvmeNamespaceI

opsWarning）

リスク ネームスペース 警告

NVMe ネームスペース
MBps の重大しきい値を
超過
（ocumNvmeNamespace

MbpsIncident）

インシデント ネームスペース 重大

NVMe ネームスペース
MBps の警告しきい値を
超過
（ocumNvmeNamespace

MbpsWarning）

リスク ネームスペース 警告

NVMe ネームスペース レ
イテンシ（ミリ秒/処理）
の重大しきい値を超過
（ocumNvmeNamespace

LatencyIncident）

インシデント ネームスペース 重大

NVMe ネームスペース レ
イテンシ（ミリ秒/処理）
の警告しきい値を超過
（ocumNvmeNamespace

LatencyWarning）

リスク ネームスペース 警告

NVMe ネームスペース レ
イテンシ / IOPS の重大し
きい値を超過
（ocumNvmeNamespace

LatencyIopsIncident）

インシデント ネームスペース 重大

NVMe ネームスペース レ
イテンシ / IOPS の警告し
きい値を超過
（ocumNvmeNamespace

LatencyIopsWarning）

リスク ネームスペース 警告

NVMe ネームスペース レ
イテンシ / MBps の重大し
きい値を超過
（ocumNvmeNamespace

LatencyMbpsIncident）

インシデント ネームスペース 重大

NVMe ネームスペース レ
イテンシ / MBps の警告し
きい値を超過
（ocumNvmeNamespace

LatencyMbpsWarning）

リスク ネームスペース 警告
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Active IQ Unified Manager のノードイベントについて

ノード イベントは、ノードのステータス情報を提供します。これにより、潜在的な問題
を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名とトラップ名、影響
レベル、ソース タイプ、および重大度が表示されます。

アスタリスク（*）は、EMSイベントがUnified Managerイベントに変換されたことを示します。

影響範囲：可用性

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

ノードのルート ボリュー
ムのスペースがほぼフル
（ocumEvtClusterNodeR

ootVolumeSpaceNearlyFu

ll）

リスク ノード 警告

AWSクラウ
ドMetaDataConnFail*

（ocumCloudAwsMetadat

aConnFail）

リスク ノード エラー

クラウド AWS

IAMCredsExpired *

（ocumCloudAwsIamCre

dsExpired）

リスク ノード エラー

クラウド AWS

IAMCredsInvalid *

（ocumCloudAwsIamCre

dsInvalid）

リスク ノード エラー

クラウド AWS

IAMCredsNotFound *

（ocumCloudAwsIamCre

dsNotFound）

リスク ノード エラー

クラウド AWS

IAMCredsNotInitialized

*(ocumCloudAwsIamCred

sNotInitialized)

イベント ノード 情報

クラウド AWS

IAMRoleInvalid *

（ocumCloudAwsIamRole

Invalid）

リスク ノード エラー

クラウド AWS

IAMRoleNotFound *

（ocumCloudAwsIamRole

NotFound）

リスク ノード エラー
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

クラウドティアホストが
解決できません *

（ocumObjstoreHostUnre

solvable）

リスク ノード エラー

クラウド層クラスタ間ネ
ットワークインターフェ
ースダウン *

（ocumObjstoreInterClust

erLifDown）

リスク ノード エラー

NFSv4プールの1つが枯渇
しました *

（nbladeNfsv4PoolEXhau

st）

インシデント ノード 重大

リクエストの不一致クラ
ウドティア署名 *

（oscSignatureMismatch
）

リスク ノード エラー

影響範囲：容量

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

QoSモニターメモリ最大*

（ocumQosMonitorMemo

ryMaxed）

リスク ノード エラー

QoSモニターメモリが軽
減されました*

（ocumQosMonitorMemo

ryAbated）

イベント ノード 情報

影響範囲：構成

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

ノードの名前を変更（該
当なし）

イベント ノード 情報

影響範囲：パフォーマンス

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

ノード IOPS の重大しき
い値を超過
（ocumNodeIopsIncident
）

インシデント ノード 重大
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

ノード IOPS の警告しき
い値を超過
（ocumNodeIopsWarning
）

リスク ノード 警告

ノード MBps の重大しき
い値を超過
（ocumNodeMbpsInciden

t）

インシデント ノード 重大

ノード MBps の警告しき
い値を超過
（ocumNodeMbpsWarnin

g）

リスク ノード 警告

ノード レイテンシ（ミリ
秒/処理）の重大しきい値
を超過
（ocumNodeLatencyIncid

ent）

インシデント ノード 重大

ノード レイテンシ（ミリ
秒/処理）の警告しきい値
を超過
（ocumNodeLatencyWar

ning）

リスク ノード 警告

ノード使用済みパフォー
マンス容量の重大しきい
値を超過
（ocumNodePerfCapacity

UsedIncident）

インシデント ノード 重大

ノード使用済みパフォー
マンス容量の警告しきい
値を超過
（ocumNodePerfCapacity

UsedWarning）

リスク ノード 警告

ノード使用済みパフォー
マンス容量 - テイクオー
バーの重大しきい値を超
過
（ocumNodePerfCapacity

UsedTakeoverIncident）

インシデント ノード 重大

ノード使用済みパフォー
マンス容量 - テイクオー
バーの警告しきい値を超
過
（ocumNodePerfCapacity

UsedTakeoverWarning）

リスク ノード 警告
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

ノード利用率の重大しき
い値を超過
（ocumNodeUtilizationInc

ident）

インシデント ノード 重大

ノード利用率の警告しき
い値を超過
（ocumNodeUtilizationWa

rning）

リスク ノード 警告

利用率の高いノード HA

ペアの情報しきい値を超
過
（ocumNodeHaPairOver

UtilizedInformation）

イベント ノード 情報

ノード ディスク断片化の
警告しきい値を超過
（ocumNodeDiskFragme

ntationWarning）

リスク ノード 警告

使用済みパフォーマンス
容量しきい値を超過
（ocumNodeOverUtilized

Warning）

リスク ノード 警告

ノード動的イベントの警
告しきい値を超過
（ocumNodeDynamicEve

ntWarning）

リスク ノード 警告

影響領域：セキュリティ

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

アドバイザリID：NTAP-

<advisory ID>（ocumx）
リスク ノード 重大

Active IQ Unified Manager の NVRAM バッテリーイベントについて

NVRAMバッテリ イベントは、バッテリのステータス情報を提供します。これにより、
潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名とトラ
ップ名、影響レベル、ソース タイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：可用性
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

NVRAM バッテリ低下
（ocumEvtNvramBatteryL

ow）

リスク ノード 警告

NVRAM バッテリ放電
（ocumEvtNvramBattery

Discharged）

リスク ノード エラー

NVRAM バッテリ過充電
（ocumEvtNvramBattery

OverCharged）

インシデント ノード 重大

Active IQ Unified Manager のポートイベントについて

ポート イベントは、クラスタ ポートのステータスを提供して、ポートでの変更や問題（
ポートがダウンしているかどうかなど）を監視できるようにします。

影響範囲：可用性

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

ポート ステータス - 停止
（ocumEvtPortStatusDow

n）

インシデント ノード 重大

影響範囲：パフォーマンス

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

ネットワーク ポート
MBps の重大しきい値を
超過
（ocumNetworkPortMbpsI

ncident）

インシデント ポート 重大

ネットワーク ポート
MBps の警告しきい値を
超過
（ocumNetworkPortMbps

Warning）

リスク ポート 警告

FCP ポート MBps の重大
しきい値を超過
（ocumFcpPortMbpsIncid

ent）

インシデント ポート 重大

FCP ポート MBps の警告
しきい値を超過
（ocumFcpPortMbpsWar

ning）

リスク ポート 警告
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

ネットワーク ポート利用
率の重大しきい値を超過
（ocumNetworkPortUtiliza

tionIncident）

インシデント ポート 重大

ネットワーク ポート利用
率の警告しきい値を超過
（ocumNetworkPortUtiliza

tionWarning）

リスク ポート 警告

FCP ポート利用率の重大
しきい値を超過
（ocumFcpPortUtilizationI

ncident）

インシデント ポート 重大

FCP ポート利用率の警告
しきい値を超過
（ocumFcpPortUtilization

Warning）

リスク ポート 警告

Active IQ Unified Manager の電源装置イベントについて

電源装置イベントは、ハードウェアのステータス情報を提供します。これにより、潜在
的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名とトラップ
名、影響レベル、ソース タイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：可用性

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

1 つ以上の電源装置に障
害
（ocumEvtPowerSupplyO

neOrMoreFailed）

インシデント ノード 重大

Active IQ Unified Manager の保護イベントについて

保護イベントは、ジョブの失敗や中止を通知して、問題を監視できるようにします。影
響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名とトラップ名、影響レベル、ソース タイ
プ、および重大度が表示されます。

影響範囲：保護

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

保護ジョブ失敗
（ocumEvtProtectionJobT

askFailed）

インシデント ボリュームまたはストレ
ージ サービス

重大
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

保護ジョブ中止
（ocumEvtProtectionJobA

borted）

リスク ボリュームまたはストレ
ージ サービス

警告

Active IQ Unified Manager の Qtree イベントについて

qtreeイベントは、qtreeの容量やファイルとディスクの制限に関する情報を提供します。
これにより、潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベ
ント名とトラップ名、影響レベル、ソース タイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：容量

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

qtree スペースがほぼフル
（ocumEvtQtreeSpaceNe

arlyFull）

リスク qtree 警告

qtree スペースがフル
（ocumEvtQtreeSpaceFul

l）

リスク qtree エラー

qtree のスペースが正常
（ocumEvtQtreeSpaceTh

resholdOk）

イベント qtree 情報

qtree のファイル数がハー
ド リミットに到達
（ocumEvtQtreeFilesHard

LimitReached）

インシデント qtree 重大

qtree のファイル数がソフ
ト リミットを超過
（ocumEvtQtreeFilesSoft

LimitBreached）

リスク qtree 警告

qtree のスペースがハード
リミットに到達
（ocumEvtQtreeSpaceHa

rdLimitReached）

インシデント qtree 重大

qtree のスペースがソフト
リミットを超過
（ocumEvtQtreeSpaceSo

ftLimitBreached）

リスク qtree 警告

Active IQ Unified Manager のサービスプロセッサイベントについて

サービス プロセッサ イベントは、プロセッサのステータス情報を提供します。これによ
り、潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名と
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トラップ名、影響レベル、ソース タイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：可用性

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

サービス プロセッサが未
設定
（ocumEvtServiceProces

sorNotConfigured）

リスク ノード 警告

サービス プロセッサはオ
フライン
（ocumEvtServiceProces

sorOffline）

リスク ノード エラー

Active IQ Unified Manager の SnapMirror 関係イベントについて

SnapMirror関係イベントは、非同期SnapMirror関係と同期SnapMirror関係のステータス
情報を提供します。これにより、潜在的な問題を監視できます。非同期SnapMirror関係
イベントはStorage VMとボリュームの両方について生成されますが、同期SnapMirror関
係イベントはボリューム関係についてのみ生成されます。Storage VMディザスタ リカバ
リ関係を構成するコンスティチュエント ボリュームについてはイベントは生成されませ
ん。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名とトラップ名、影響レベル、ソー
ス タイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：保護

アスタリスク（*）は、EMSイベントがUnified Managerイベントに変換されたことを示します。

SnapMirror関係イベントは、Storage VMディザスタ リカバリで保護されているStorage VMに
ついて生成されますが、コンスティチュエント オブジェクトの関係については生成されませ
ん。

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

ミラー レプリケーション
は正常でない
（ocumEvtSnapmirrorRel

ationshipUnhealthy）

リスク SnapMirror関係 警告

ミラー レプリケーション
を切断
（ocumEvtSnapmirrorRel

ationshipStateBrokenoff）

リスク SnapMirror関係 エラー

ミラー レプリケーション
の初期化失敗
（ocumEvtSnapmirrorRel

ationshipInitializeFailed）

リスク SnapMirror関係 エラー
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

ミラー レプリケーション
の更新失敗
（ocumEvtSnapmirrorRel

ationshipUpdateFailed）

リスク SnapMirror関係 エラー

ミラー レプリケーション
の遅延エラー
（ocumEvtSnapMirrorRel

ationshipLagError）

リスク SnapMirror関係 エラー

ミラー レプリケーション
の遅延警告
（ocumEvtSnapMirrorRel

ationshipLagWarning）

リスク SnapMirror関係 警告

ミラー レプリケーション
の再同期失敗
（ocumEvtSnapmirrorRel

ationshipResyncFailed）

リスク SnapMirror関係 エラー

同期レプリケーションが
同期していません *

（syncSnapmirrorRelation

shipOutofsync）

リスク SnapMirror関係 警告

同期レプリケーションが
復元されました *

（syncSnapmirrorRelation

shipInSync）

イベント SnapMirror関係 情報

同期レプリケーションの
自動再同期が失敗しまし
た *

（syncSnapmirrorRelation

shipAutoSyncRetryFailed
）

リスク SnapMirror関係 エラー

ONTAP Mediator をクラ
スタに追加
（snapmirrorMediatorAdd

ed）

イベント クラスタ 情報

ONTAP Mediator をクラ
スタから削除
（snapmirrorMediatorRe

moved）

イベント クラスタ 情報

ONTAP Mediator にクラ
スタから到達不能
（snapmirrorMediatorUnr

eachable）

リスク メディエーター 警告

ONTAP Mediator にクラ
スタからアクセス不能
（snapmirrorMediatorMis

configured）

リスク メディエーター エラー
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

ONTAP Mediator接続を再
確立して再同
期、SnapMirrorアクティ
ブ同期の準備完了
（snapmirrorMediatorInQ

uorum）

イベント メディエーター 情報

Active IQ Unified Manager における非同期ミラーと Vault の関係イベントについて

非同期ミラー バックアップ関係イベントは、非同期SnapMirror関係とバックアップ関係
のステータス情報を提供します。これにより、潜在的な問題を監視できます。非同期ミ
ラー バックアップ関係イベントは、ボリュームとStorage VMの両方の保護関係について
サポートされます。ただし、Storage VMディザスタ リカバリのバックアップ関係はサポ
ートされません。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名とトラップ名、影響
レベル、ソース タイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：保護

SnapMirror関係とバックアップ関係のイベントは、Storage VMディザスタ リカバリで保護され
ているStorage VMについても生成されますが、コンスティチュエント オブジェクトの関係につ
いては生成されません。

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

非同期ミラー バックアッ
プは正常でない
（ocumEvtMirrorVaultRel

ationshipUnhealthy）

リスク SnapMirror関係 警告

非同期ミラー バックアッ
プを切断
（ocumEvtMirrorVaultRel

ationshipStateBrokenoff）

リスク SnapMirror関係 エラー

非同期ミラー バックアッ
プの初期化失敗
（ocumEvtMirrorVaultRel

ationshipInitializeFailed）

リスク SnapMirror関係 エラー

非同期ミラー バックアッ
プの更新失敗
（ocumEvtMirrorVaultRel

ationshipUpdateFailed）

リスク SnapMirror関係 エラー

非同期ミラー バックアッ
プの遅延エラー
（ocumEvtMirrorVaultRel

ationshipLagError）

リスク SnapMirror関係 エラー
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

非同期ミラー バックアッ
プの遅延警告
（ocumEvtMirrorVaultRel

ationshipLagWarning）

リスク SnapMirror関係 警告

非同期ミラー バックアッ
プの再同期失敗
（ocumEvtMirrorVaultRel

ationshipResyncFailed）

リスク SnapMirror関係 エラー

「SnapMirror 更新失敗」イベントは、Active IQポータル（Config Advisor）から生成されま
す。

Active IQ Unified Manager のスナップショットイベントについて

Snapshotイベントは、Snapshotのステータス情報を提供します。これによ
り、Snapshotの潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イ
ベント名とトラップ名、影響レベル、ソース タイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：可用性

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

Snapshot の自動削除が無
効（該当なし）

イベント Volume 情報

Snapshot の自動削除が有
効（該当なし）

イベント Volume 情報

Snapshot の自動削除の設
定を変更（該当なし）

イベント Volume 情報

Active IQ Unified Manager の SnapVault 関係イベントについて

SnapVault関係イベントは、SnapVault関係のステータス情報を提供します。これによ
り、潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名と
トラップ名、影響レベル、ソース タイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：保護

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

非同期バックアップは正
常でない
（ocumEvtSnapVaultRela

tionshipUnhealthy）

リスク SnapMirror関係 警告
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

非同期バックアップを切
断
（ocumEvtSnapVaultRela

tionshipStateBrokenoff）

リスク SnapMirror関係 エラー

非同期バックアップの初
期化失敗
（ocumEvtSnapVaultRela

tionshipInitializeFailed）

リスク SnapMirror関係 エラー

非同期バックアップの更
新失敗
（ocumEvtSnapVaultRela

tionshipUpdateFailed）

リスク SnapMirror関係 エラー

非同期バックアップの遅
延エラー
（ocumEvtSnapVaultRela

tionshipLagError）

リスク SnapMirror関係 エラー

非同期バックアップの遅
延警告
（ocumEvtSnapVaultRela

tionshipLagWarning）

リスク SnapMirror関係 警告

非同期バックアップの再
同期失敗
（ocumEvtSnapvaultRelat

ionshipResyncFailed）

リスク SnapMirror関係 エラー

Active IQ Unified Manager のストレージフェイルオーバー設定イベントの詳細

ストレージ フェイルオーバー（SFO）の設定のイベントは、ストレージ フェイルオーバ
ーが無効な状態または設定されていない状態に関する情報を提供します。これにより、
潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名とトラ
ップ名、影響レベル、ソース タイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：可用性

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

ストレージ フェイルオー
バー インターコネクトの
1 つ以上のリンクが停止
（ocumEvtSfoInterconnec

tOneOrMoreLinksDown）

リスク ノード 警告

ストレージ フェイルオー
バーが無効
（ocumEvtSfoSettingsDis

abled）

リスク ノード エラー
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

ストレージ フェイルオー
バーが未設定
（ocumEvtSfoSettingsNot

Configured）

リスク ノード エラー

ストレージ フェイルオー
バーの状態 - テイクオー
バー
（ocumEvtSfoStateTakeo

ver）

リスク ノード 警告

ストレージ フェイルオー
バーの状態 - 部分的なギ
ブバック
（ocumEvtSfoStatePartial

Giveback）

リスク ノード エラー

ストレージ フェイルオー
バー ノード ステータス -

停止
（ocumEvtSfoNodeStatus

Down）

リスク ノード エラー

ストレージ フェイルオー
バーのテイクオーバー実
行不可
（ocumEvtSfoTakeoverN

otPossible）

リスク ノード エラー

Active IQ Unified Manager のストレージサービスイベントについて

ストレージ サービス イベントは、ストレージ サービスの作成とサブスクリプションに
関する情報を提供します。これにより、潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイ
ベントがまとめられ、イベント名とトラップ名、影響レベル、ソース タイプ、および重
大度が表示されます。

影響範囲：構成

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

ストレージ サービスを作
成（該当なし）

イベント ストレージ サービス 情報

ストレージ サービスをサ
ブスクライブ（該当なし
）

イベント ストレージ サービス 情報

ストレージ サービスをア
ンサブスクライブ（該当
なし）

イベント ストレージ サービス 情報
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影響範囲：保護

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

管理対象 SnapMirror 関係
の予期しない削除
（ocumEvtStorageServic

eUnsupportedRelationshi

pDeletion）

リスク ストレージ サービス 警告

ストレージ サービス メン
バー ボリュームの予期し
ない削除
（ocumEvtStorageServic

eUnexpectedVolumeDelet

ion）

インシデント ストレージ サービス 重大

Active IQ Unified Manager のストレージシェルフイベントについて

ストレージ シェルフ イベントは、ストレージ シェルフが異常な状態である場合に通知
します。これにより、潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめら
れ、イベント名とトラップ名、影響レベル、ソース タイプ、および重大度が表示されま
す。

影響範囲：可用性

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

異常な電圧範囲
（ocumEvtShelfVoltageA

bnormal）

リスク ストレージ シェルフ 警告

異常な電流範囲
（ocumEvtShelfCurrentA

bnormal）

リスク ストレージ シェルフ 警告

異常な温度
（ocumEvtShelfTemperat

ureAbnormal）

リスク ストレージ シェルフ 警告

Active IQ Unified Manager のストレージ VM イベントについて

Storage VM（Storage Virtual Machine、SVM）イベントは、Storage VM（SVM）のステ
ータス情報を提供します。これにより、潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイ
ベントがまとめられ、イベント名とトラップ名、影響レベル、ソース タイプ、および重
大度が表示されます。

アスタリスク（*）は、EMSイベントがUnified Managerイベントに変換されたことを示します。
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影響範囲：可用性

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

Storage VM CIFSサービ
ス停止
（ocumEvtVserverCifsSer

viceStatusDown）

インシデント SVM 重大

SVM CIFS サービス未設
定（該当なし）

イベント SVM 情報

存在しない CIFS 共有へ
の接続試行 *

（nbladeCifsNoPrivShare
）

インシデント SVM 重大

CIFS NetBIOS 名競合 *

（nbladeCifsNbNameCon

flict）

リスク SVM エラー

CIFSシャドウコピー操作
が失敗しました *

（cifsShadowCopyFailure
）

リスク SVM エラー

多数のCIFS接続 *

（nbladeCifsManyAuths
）

リスク SVM エラー

最大CIFS接続数を超えま
した *

（nbladeCifsMaxOpenSa

meFile）

リスク SVM エラー

ユーザーあたりのCIFS接
続の最大数を超えました*

（nbladeCifsMaxSessPer

UsrConn）

リスク SVM エラー

SVM FC / FCoE サービス
停止
（ocumEvtVserverFcServ

iceStatusDown）

インシデント SVM 重大

SVM iSCSI サービス停止
（ocumEvtVserverIscsiSe

rviceStatusDown）

インシデント SVM 重大

Storage VM NFSサービス
停止
（ocumEvtVserverNfsSer

viceStatusDown）

インシデント SVM 重大

SVM FC / FCoE サービス
未設定（該当なし）

イベント SVM 情報

SVM iSCSI サービス未設
定（該当なし）

イベント SVM 情報
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

SVM NFS サービス未設
定（該当なし）

イベント SVM 情報

Storage VM停止
（ocumEvtVserverDown
）

リスク SVM 警告

AVサーバがビジー状態の
ため、新しいスキャン要
求を受け付けられません *

（nbladeVscanConnBack

Pressure）

リスク SVM エラー

ウイルススキャンのAVサ
ーバ接続なし *

（nbladeVscanNoScanne

rConn）

インシデント SVM 重大

AVサーバが登録されてい
ません*

（nbladeVscanNoRegdSc

anner）

リスク SVM エラー

応答のないAVサーバ接続
*

（nbladeVscanConnInacti

ve）

イベント SVM 情報

不正ユーザによるAVサー
バへのアクセス試行 *

（nbladeVscanBadUserPr

ivAccess）

リスク SVM エラー

AVサーバによるウイルス
検出 *

（nbladeVscanVirusDetec

ted）

リスク SVM エラー

影響範囲：構成

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

SVM を検出（該当なし） イベント SVM 情報

SVM を削除（該当なし） イベント クラスタ 情報

SVM の名前を変更（該当
なし）

イベント SVM 情報

影響範囲：パフォーマンス
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

SVM IOPS の重大しきい
値を超過
（ocumSvmIopsIncident
）

インシデント SVM 重大

SVM IOPS の警告しきい
値を超過
（ocumSvmIopsWarning
）

リスク SVM 警告

SVM MBps の重大しきい
値を超過
（ocumSvmMbpsIncident
）

インシデント SVM 重大

SVM MBps の警告しきい
値を超過
（ocumSvmMbpsWarning
）

リスク SVM 警告

SVM レイテンシの重大し
きい値を超過
（ocumSvmLatencyIncide

nt）

インシデント SVM 重大

SVM レイテンシの警告し
きい値を超過
（ocumSvmLatencyWarni

ng）

リスク SVM 警告

影響領域：セキュリティ

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

監査ログが無効
（ocumVserverAuditLogD

isabled）

リスク SVM 警告

ログイン バナーが無効
（ocumVserverLoginBann

erDisabled）

リスク SVM 警告

SSH でセキュアでない暗
号を使用
（ocumVserverSSHInsec

ure）

リスク SVM 警告

ログイン バナーを変更
（ocumVserverLoginBann

erChanged）

リスク SVM 警告
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

Storage VM のランサムウ
ェア対策監視が無効にな
っています
（antiRansomwareSvmSt

ateDisabled）

リスク SVM 警告

ストレージVMのランサム
ウェア対策監視が有効に
なっています（学習モー
ド）
（antiRansomwareSvmSt

ateDryrun）

イベント SVM 情報

Storage VM がランサムウ
ェア対策監視に適合（学
習モード）
（ocumEvtSvmArwCandi

date）

イベント SVM 情報

Active IQ Unified Manager のユーザーおよびグループ クォータイベントについて

ユーザ クォータとグループ クォータのイベントは、ユーザ クォータとユーザ グループ
クォータの容量およびファイルとディスクの制限に関する情報を提供します。これによ
り、潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名と
トラップ名、影響レベル、ソース タイプ、および重大度が表示されます。

影響範囲：容量

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

ユーザ / グループ クォー
タのディスク スペースが
ソフト リミットを超過
（ocumEvtUserOrGroupQ

uotaDiskSpaceSoftLimitBr

eached）

リスク ユーザまたはグループ ク
ォータ

警告

ユーザ / グループ クォー
タのディスク スペースが
ハード リミットに到達
（ocumEvtUserOrGroupQ

uotaDiskSpaceHardLimit

Reached）

インシデント ユーザまたはグループ ク
ォータ

重大
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

ユーザ クォータまたはグ
ループ クォータのファイ
ル数がソフト リミットを
超過
（ocumEvtUserOrGroupQ

uotaFileCountSoftLimitBre

ached）

リスク ユーザまたはグループ ク
ォータ

警告

ユーザ クォータまたはグ
ループ クォータのファイ
ル数がハード リミットに
到達
（ocumEvtUserOrGroupQ

uotaFileCountHardLimitR

eached）

インシデント ユーザまたはグループ ク
ォータ

重大

Active IQ Unified Manager のボリュームイベントについて

ボリューム イベントは、ボリュームのステータスに関する情報を提供します。これによ
り、潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめられ、イベント名と
トラップ名、影響レベル、ソース タイプ、および重大度が表示されます。

アスタリスク（*）は、EMSイベントがUnified Managerイベントに変換されたことを示します。

影響範囲：可用性

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

ボリュームは制限状態
（ocumEvtVolumeRestrict

ed）

リスク Volume 警告

ボリュームはオフライン
（ocumEvtVolumeOffline
）

インシデント Volume 重大

ボリュームは一部使用可
能
（ocumEvtVolumePartiall

yAvailable）

リスク Volume エラー

ボリュームをアンマウン
ト（該当なし）

イベント Volume 情報

ボリュームをマウント（
該当なし）

イベント Volume 情報

ボリュームを再マウント
（該当なし）

イベント Volume 情報

67



イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

ボリューム ジャンクショ
ン パスは非アクティブ
（ocumEvtVolumeJunctio

nPathInactive）

リスク Volume 警告

ボリュームのオートサイ
ズを有効化（該当なし）

イベント Volume 情報

ボリュームのオートサイ
ズを無効化（該当なし）

イベント Volume 情報

ボリュームのオートサイ
ズの最大容量を変更（該
当なし）

イベント Volume 情報

ボリュームのオートサイ
ズの増分サイズを変更（
該当なし）

イベント Volume 情報

影響範囲：容量

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

シンプロビジョニング ボ
リュームにスペース リス
クあり
（ocumThinProvisionVolu

meSpaceAtRisk）

リスク Volume 警告

ボリューム効率化処理エ
ラー
（ocumEvtVolumeEfficien

cyOperationError）

リスク Volume エラー

ボリューム スペースがフ
ル（ocumEvtVolumeFull
）

リスク Volume エラー

ボリューム スペースがほ
ぼフル
（ocumEvtVolumeNearly

Full）

リスク Volume 警告

ボリューム論理領域がい
っぱいです *

（volumeLogicalSpaceFul

l）

リスク Volume エラー

ボリュームの論理領域が
ほぼ満杯です *

（volumeLogicalSpaceNe

arlyFull）

リスク Volume 警告
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

ボリューム論理スペース
正常
*(volumeLogicalSpaceAll

OK)

イベント Volume 情報

ボリュームの Snapshot

リザーブ スペースがフル
（ocumEvtSnapshotFull
）

リスク Volume 警告

Snapshot コピー数の上限
を超過
（ocumEvtSnapshotTooM

any）

リスク Volume エラー

ボリュームの qtree クォ
ータがオーバーコミット
（ocumEvtVolumeQtreeQ

uotaOvercommitted）

リスク Volume エラー

ボリュームの qtree クォ
ータがほぼオーバーコミ
ット
（ocumEvtVolumeQtreeQ

uotaAlmostOvercommitte

d）

リスク Volume 警告

ボリュームの増加率 - 異
常
（ocumEvtVolumeGrowth

RateAbnormal）

リスク Volume 警告

ボリュームのフルまでの
日数
（ocumEvtVolumeDaysU

ntilFullSoon）

リスク Volume エラー

ボリュームのスペース ギ
ャランティを無効化（該
当なし）

イベント Volume 情報

ボリュームのスペース ギ
ャランティを有効化（該
当なし）

イベント Volume 情報

ボリュームのスペース ギ
ャランティを変更（該当
なし）

イベント Volume 情報

ボリュームの Snapshot

リザーブのフルまでの日
数
（ocumEvtVolumeSnapsh

otReserveDaysUntilFullSo

on）

リスク Volume エラー
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

FlexGroupコンスティチュ
エントにスペースの問題
があります *

（flexGroupConstituentsH

aveSpaceIssues）

リスク Volume エラー

FlexGroup構成要素スペー
スの状態 すべてOK *

（flexGroupConstituentsS

paceStatusAllOK）

イベント Volume 情報

FlexGroup構成要素
にinodeの問題があります
*

（flexGroupConstituentsH

aveInodesIssues）

リスク Volume エラー

FlexGroup構成要素のIノ
ードの状態 すべてOK

*(flexGroupConstituentsIn

odesStatusAllOK)

イベント Volume 情報

WAFLボリューム
AutoSize 失敗 *

（waflVolAutoSizeFail）

リスク Volume エラー

WAFLボリュー
ムAutoSize完了 *

（waflVolAutoSizeDone）

イベント Volume 情報

FlexGroupボリューム
が80%以上利用されてい
ます*

インシデント Volume エラー

FlexGroupボリューム
が90%以上利用されてい
ます*

インシデント Volume 重大

ボリューム ストレージ効
率の異常
（ocumVolumeAbnormal

StorageEfficiencyWarning
）

リスク Volume 警告

ボリューム Snapshot リ
ザーブの使用率が低い
（volumeSnaphotReserve

UnderutilizedWarning）

イベント Volume 警告

ボリューム Snapshot リ
ザーブの使用率が低い
（volumeSnaphotReserve

UnderutilizedCleared）

イベント Volume 警告
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影響範囲：構成

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

ボリュームの名前を変更
（該当なし）

イベント Volume 情報

ボリュームを検出（該当
なし）

イベント Volume 情報

ボリュームを削除（該当
なし）

イベント Volume 情報

影響範囲：パフォーマンス

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

QoS ボリューム最大
IOPS の警告しきい値を超
過
（ocumQosVolumeMaxIo

psWarning）

リスク Volume 警告

QoS ボリューム最大
MBps の警告しきい値を
超過
（ocumQosVolumeMaxM

bpsWarning）

リスク Volume 警告

QoS ボリューム最大
IOPS/TB の警告しきい値
を超過
（ocumQosVolumeMaxIo

psPerTbWarning）

リスク Volume 警告

パフォーマンス サービス
レベル ポリシーに定義さ
れたワークロードのボリ
ューム レイテンシしきい
値を超過
（ocumConformanceLate

ncyWarning）

リスク Volume 警告

ボリューム IOPS の重大
しきい値を超過
（ocumVolumeIopsIncide

nt）

インシデント Volume 重大

ボリューム IOPS の警告
しきい値を超過
（ocumVolumeIopsWarni

ng）

リスク Volume 警告
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

ボリューム MBps の重大
しきい値を超過
（ocumVolumeMbpsIncid

ent）

インシデント Volume 重大

ボリューム MBps の警告
しきい値を超過
（ocumVolumeMbpsWarn

ing）

リスク Volume 警告

ボリューム レイテンシの
重大しきい値を超過
（ocumVolumeLatencyInc

ident）

インシデント Volume 重大

ボリューム レイテンシの
警告しきい値を超過
（ocumVolumeLatencyW

arning）

リスク Volume 警告

ボリューム キャッシュ ミ
ス率の重大しきい値を超
過
（ocumVolumeCacheMis

sRatioIncident）

インシデント Volume 重大

ボリューム キャッシュ ミ
ス率の警告しきい値を超
過
（ocumVolumeCacheMis

sRatioWarning）

リスク Volume 警告

ボリューム レイテンシ /

IOPS の重大しきい値を超
過
（ocumVolumeLatencyIo

psIncident）

インシデント Volume 重大

ボリューム レイテンシ /

IOPS の警告しきい値を超
過
（ocumVolumeLatencyIo

psWarning）

リスク Volume 警告

ボリューム レイテンシ /

MBps の重大しきい値を
超過
（ocumVolumeLatencyM

bpsIncident）

インシデント Volume 重大

ボリューム レイテンシ /

MBps の警告しきい値を
超過
（ocumVolumeLatencyM

bpsWarning）

リスク Volume 警告
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

ボリューム レイテンシ /

アグリゲートの使用済み
パフォーマンス容量の重
大しきい値を超過
（ocumVolumeLatencyAg

gregatePerfCapacityUsed

Incident）

インシデント Volume 重大

ボリューム レイテンシ /

アグリゲートの使用済み
パフォーマンス容量の警
告しきい値を超過
（ocumVolumeLatencyAg

gregatePerfCapacityUsed

Warning）

リスク Volume 警告

ボリューム レイテンシ /

アグリゲート利用率の重
大しきい値を超過
（ocumVolumeLatencyAg

gregateUtilizationIncident
）

インシデント Volume 重大

ボリューム レイテンシ /

アグリゲート利用率の警
告しきい値を超過
（ocumVolumeLatencyAg

gregateUtilizationWarning
）

リスク Volume 警告

ボリューム レイテンシ /

ノードの使用済みパフォ
ーマンス容量の重大しき
い値を超過
（ocumVolumeLatencyNo

dePerfCapacityUsedIncid

ent）

インシデント Volume 重大

ボリューム レイテンシ /

ノードの使用済みパフォ
ーマンス容量の警告しき
い値を超過
（ocumVolumeLatencyNo

dePerfCapacityUsedWarn

ing）

リスク Volume 警告

ボリューム レイテンシ /

ノードの使用済みパフォ
ーマンス容量 - テイクオ
ーバーの重大しきい値を
超過
（ocumVolumeLatencyAg

gregatePerfCapacityUsed

TakeoverIncident）

インシデント Volume 重大
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

ボリューム レイテンシ /

ノードの使用済みパフォ
ーマンス容量 - テイクオ
ーバーの警告しきい値を
超過
（ocumVolumeLatencyAg

gregatePerfCapacityUsed

TakeoverWarning）

リスク Volume 警告

ボリューム レイテンシ /

ノード利用率の重大しき
い値を超過
（ocumVolumeLatencyNo

deUtilizationIncident）

インシデント Volume 重大

ボリューム レイテンシ /

ノード利用率の警告しき
い値を超過
（ocumVolumeLatencyNo

deUtilizationWarning）

リスク Volume 警告

影響領域：セキュリティ

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

ボリュームランサムウェ
ア監視が有効になってい
ます（アクティブモード
）
（antiRansomwareVolum

eStateEnabled）

イベント Volume 情報

ボリュームランサムウェ
ア監視は無効になってい
ます
（antiRansomwareVolum

eStateDisabled）

リスク Volume 警告

ボリュームランサムウェ
ア監視が有効になってい
ます（学習モード）
（antiRansomwareVolum

eStateDryrun）

イベント Volume 情報

ボリュームランサムウェ
ア監視は一時停止されて
います（学習モード）
（antiRansomwareVolum

eStateDryrunPaused）

リスク Volume 警告
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イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

ボリュームのランサムウ
ェア対策監視が一時停止
されています（アクティ
ブモード）
（antiRansomwareVolum

eStateEnablePaused）

リスク Volume 警告

ボリュームランサムウェ
ア監視は無効化中です
（antiRansomwareVolum

eStateDisableInProgress
）

リスク Volume 警告

ランサムウェア活動が確
認されました
（callHomeRansomware

ActivitySeen）

インシデント Volume 重大

ボリュームがランサムウ
ェア対策監視に適合（学
習モード）
（ocumEvtVolumeArwCa

ndidate）

イベント Volume 情報

ボリュームがランサムウ
ェア対策監視に適合（ア
クティブ モード）
（ocumVolumeSuitedFor

ActiveAntiRansomwareDe

tection）

リスク Volume 警告

ボリュームにランサムウ
ェア対策のアラートあり
（antiRansomwareFeatur

eNoisyVolume）

リスク Volume 警告

影響範囲：データ保護

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

ボリュームでローカル
Snapshot の保護が十分で
ない
（volumeLacksLocalProte

ctionWarning）

リスク Volume 警告

ボリュームでローカル
Snapshot の保護が十分で
ない
（volumeLacksLocalProte

ctionCleared）

リスク Volume 警告
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Active IQ Unified Manager のボリューム移動ステータスイベントについて

ボリューム移動のステータスのイベントは、ボリューム移動のステータスについて通知
します。これにより、潜在的な問題を監視できます。影響範囲別にイベントがまとめら
れ、イベント名とトラップ名、影響レベル、ソース タイプ、および重大度が表示されま
す。

影響範囲：容量

イベント名（トラップ名
）

影響レベル ソース タイプ 重大度

ボリューム移動ステータ
ス：進行中（該当なし）

イベント Volume 情報

ボリューム移動ステータ
ス - 失敗
（ocumEvtVolumeMoveF

ailed）

リスク Volume エラー

ボリューム移動ステータ
ス：完了（該当なし）

イベント Volume 情報

ボリューム移動ステータ
ス - カットオーバー保留
（ocumEvtVolumeMoveC

utoverDeferred）

リスク Volume 警告

イベントのウィンドウとダイアログ ボックスの説明

Active IQ Unified Manager の通知ページについて

Unified Managerサーバでは、イベントが生成されたときやユーザに割り当てられたとき
に通知を送信するように設定することができます。また、通知メカニズムを設定するこ
ともできます。たとえば、通知をEメールやSNMPトラップとして送信できます。

アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

Eメール

この領域では、アラート通知に対して次のEメール設定を行うことができます。

• 送信元アドレス

アラート通知の送信元となるメールアドレスを指定します。この値は、レポートを共有する際の送信元ア
ドレスとしても使用されます。[送信元アドレス]に「ActiveIQUnifiedManager@localhost.com」というア
ドレスが事前に入力されている場合、すべてのEメール通知が正しく送信されるように実際のEメール ア
ドレスに変更する必要があります。
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SMTPサーバ

この領域では、次のSMTPサーバ設定を行うことができます。

• ホスト名またはIPアドレス

SMTPホスト サーバのホスト名を指定します。このホスト名は、指定した受信者へのアラート通知の送信
に使用されます。

• ユーザー名

SMTPユーザ名を指定します。SMTPユーザ名は、SMTPサーバでSMTPAUTHが有効になっている場合に
のみ必要です。

• パスワード

SMTPパスワードを指定します。SMTPユーザ名は、SMTPサーバでSMTPAUTHが有効になっている場合
にのみ必要です。

• ポート

アラート通知を送信するSMTPホスト サーバで使用されるポートを指定します。

デフォルト値は25です。

• START/TLSを使用する

このチェック ボックスをオンにすると、TLS/SSLプロトコル（start_tlsおよびStartTLSとも表記）を使用
してSMTPサーバと管理サーバの間のセキュアな通信が確立されます。

• SSLを使用する

このチェック ボックスをオンにすると、SSLプロトコルを使用してSMTPサーバと管理サーバの間のセキ
ュアな通信が確立されます。

SNMP

この領域では、次のSNMPトラップ設定を行うことができます。

• バージョン

必要なセキュリティのタイプに応じて、使用するSNMPバージョンを指定します。[バージョン 1]、[バー
ジョン 3]、[バージョン 3、認証を使用]、[バージョン 3、認証と暗号化を使用]の各オプションがありま
す。デフォルト値は[バージョン 1]です。

• トラップ宛先ホスト

管理サーバによって送信されるSNMPトラップを受信するホスト名またはIPアドレス（IPv4またはIPv6）
を指定します。トラップの送信先を複数指定するには、各ホストをカンマで区切ります。

他のすべてのSNMP設定（バージョンやアウトバウンド ポートなど）がリスト内のすべて
のホストで同じである必要があります。

77



• アウトバウンドトラップポート

管理サーバによって送信されるトラップをSNMPサーバが受信する際に使用するポートを指定します。

デフォルト値は162です。

• コミュニティ

ホストにアクセスするためのコミュニティ ストリングです。

• エンジンID

SNMPエージェントの一意の識別子を指定します。この識別子は、管理サーバによって自動的に生成され
ます。[エンジン ID]は、[SNMP バージョン 3]、[SNMP バージョン 3、認証を使用]、および[SNMP バージ
ョン 3、認証と暗号化を使用]とともに使用できます。

• ユーザー名

SNMPユーザ名を指定します。[ユーザ名]は、[SNMP バージョン 3]、[SNMP バージョン 3、認証を使用
]、および[SNMP バージョン 3、認証と暗号化を使用]とともに使用できます。

• 認証プロトコル

ユーザの認証に使用するプロトコルを指定します。プロトコルのオプションには[MD5]と[SHA]がありま
す。デフォルト値は[MD5]です。[認証プロトコル]は、[SNMP バージョン 3、認証を使用]および[SNMP バ
ージョン 3、認証と暗号化を使用]とともに使用できます。

• 認証パスワード

ユーザの認証時に使用するパスワードを指定します。[認証パスワード]は、[SNMP バージョン 3、認証を
使用]および[SNMP バージョン 3、認証と暗号化を使用]とともに使用できます。

• プライバシープロトコル

SNMPメッセージの暗号化に使用するプライバシー プロトコルを指定します。プロトコルのオプションに
は[AES 128]と[DES]があります。デフォルト値は[AES 128]です。[プライバシー プロトコル]は、[SNMP

バージョン 3、認証と暗号化を使用]とともに使用できます。

• プライバシーパスワード

プライバシー プロトコルの使用時のパスワードを指定します。[プライバシー パスワード]は、[SNMP バ
ージョン 3、認証と暗号化を使用]とともに使用できます。

SNMPオブジェクトとトラップの詳細については、"Active IQ Unified Manager MIB"をNetApp Support Siteか
らダウンロードできます。

Active IQ Unified Manager のイベント管理インベントリページについて

[イベント管理]インベントリ ページでは、現在のイベントとそのプロパティのリストを
確認できます。イベントについて、確認、解決、割り当てなどのタスクを実行すること
ができます。特定のイベントに対するアラートを追加することもできます。
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このページの情報は5分ごとに自動的に更新され、最新のイベントが表示されます。

フィルタ コンポーネント

イベント リストに表示される情報をカスタマイズできます。次のコンポーネントを使用して、イベントのリ
ストを絞り込むことができます。

• メニューを表示して、事前定義済みのフィルター選択肢のリストから選択します。

たとえば、すべてのアクティブなイベント（新規および確認済みのイベント）、アクティブなパフォーマ
ンス イベント、自分（ログインしているユーザ）に割り当てられているイベント、メンテナンス時間中に
生成されたすべてのイベントなどの項目があります。

• 検索ペインに、イベントの一覧を絞り込むための語句（全部または一部）を入力します。

• [フィルタ]ボタン。[フィルタ]ペインを起動し、使用可能なすべてのフィールドとフィールド属性から条件
を選択してイベントのリストを絞り込むことができます。

コマンド ボタン

各コマンド ボタンを使用して次のタスクを実行できます。

• 担当者

イベントを割り当てるユーザを選択できます。イベントをユーザに割り当てると、イベント リストの選択
したイベントの該当するフィールドに、そのユーザの名前とイベントを割り当てた時刻が追加されます。

◦ 自分

現在ログインしているユーザにイベントを割り当てます。

◦ 別のユーザ

[所有者の割り当て]ダイアログ ボックスが表示され、イベントを他のユーザに割り当てたり再割り当
てしたりできます。所有権のフィールドを空白にすると、イベントの割り当てを解除できます。

• 確認

選択したイベントを確認します。

イベントを確認すると、イベント リストの選択したイベントの該当するフィールドに、自分のユーザ名と
イベントを確認した時刻が追加されます。確認したイベントについては、自分で対処する必要がありま
す。

情報イベントに確認応答することはできません。

• 解決済みとしてマークする

イベントの状態を解決済みに変更できます。

イベントを解決すると、イベント リストの選択したイベントの該当するフィールドに、自分のユーザ名と
イベントを解決した時刻が追加されます。イベントに対処したら、そのイベントを解決済みとしてマーク
する必要があります。
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• アラートを追加

[アラートの追加]ダイアログ ボックスが表示され、選択したイベントにアラートを追加できます。

• レポート

現在のイベント ビューの詳細をカンマ区切り値（.csv）ファイルまたはPDFドキュメントとしてエクスポ
ートできます。

• 列セレクターの表示/非表示

ページに表示する列とその表示順序を選択できます。

[イベント]リスト

すべてのイベントの詳細がトリガーされた時刻の順に表示されます。

デフォルトでは、「すべてのアクティブなイベント」ビューが表示され、過去7日間に発生した、インシデン
トまたはリスクの影響レベルを持つ新規イベントと確認済みイベントが表示されます。

• トリガー時間

イベントが生成された時刻。

• 重大度

イベントの重大度：重大 ( )、エラー ( )、警告 ( )、および情報 ( )。

• 状態

イベントの状態：新規、承認済み、解決済み、または廃止済み。

• 影響度

イベントの影響レベル：インシデント、リスク、イベント、またはアップグレード。

• 影響範囲

イベントの影響範囲：可用性、容量、パフォーマンス、保護、構成、またはセキュリティ。

• 名前

イベント名。名前を選択して、そのイベントの[イベントの詳細]ページを表示できます。

• ソース

イベントが発生したオブジェクトの名前。名前を選択して、そのオブジェクトの健全性またはパフォーマ
ンスの詳細ページを表示できます。

共有QoSポリシーの違反の場合、このフィールドには、IOPSまたはMBpsが高い上位のワークロード オブ
ジェクトのみが表示されます。このポリシーを使用する他のワークロードは[イベントの詳細]ページに表
示されます。
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• ソースタイプ

イベントが関連付けられているオブジェクトのタイプ（Storage VM、ボリューム、qtreeなど）。

• 担当者

イベントが割り当てられているユーザの名前。

• イベント発生源

「Active IQポータル」のイベントか、「Active IQ Unified Manager」から直接のイベントか。

• 注釈名

ストレージ オブジェクトに割り当てられたアノテーションの名前。

• 注記

イベントに追加されているメモの数。

• 未払い日数

イベントが最初に生成されてからの経過日数。

• 割り当てられた時間

イベントがユーザに割り当てられてからの経過時間。1週間を過ぎたイベントには、割り当て時のタイム
スタンプが表示されます。

• 承認者

イベントを確認したユーザの名前。イベントが確認されていない場合は空白になります。

• 確認時刻

イベントが確認されてからの経過時間。1週間を過ぎたイベントには、確認時のタイムスタンプが表示さ
れます。

• 解決済み

イベントを解決したユーザの名前。イベントが解決されていない場合は空白になります。

• 解決時刻

イベントが解決されてからの経過時間。1週間を過ぎたイベントには、解決時のタイムスタンプが表示さ
れます。

• 廃止時刻

イベントの状態が「廃止」になった時刻。
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[イベントの詳細]ページ

Active IQ Unified Manager のイベント詳細ページについて

[イベントの詳細]ページでは、選択したイベントの重大度、影響レベル、影響領域、イベ
ント ソースなどの詳細を確認できます。問題を解決するための考えられる対処方法に関
する追加情報も確認できます。

• イベント名

イベントの名前と最終確認時刻。

パフォーマンス イベント以外のイベントの場合は、状態が「新規」または「確認済み」のときは最終確認
時刻が不明なため、この情報は表示されません。

• イベント概要

イベントの簡単な説明。

イベントの説明には、イベントがトリガーされた理由が含まれる場合があります。

• 競合するコンポーネント

動的なパフォーマンス イベントについて、クラスタの論理コンポーネントと物理コンポーネントを表すア
イコンが表示されます。コンポーネントが競合状態にある場合は、アイコンが赤い丸で強調表示されま
す。

ここに表示されているコンポーネントの説明については、「クラスタコンポーネントとその競合が発生す
る理由」を参照してください。

[イベント情報]、[システム診断]、[推奨される操作]の各セクションについては、他のトピックで説明していま
す。

コマンド ボタン

各コマンド ボタンを使用して次のタスクを実行できます。

• メモアイコン

イベントに関するメモを追加または更新したり、他のユーザが残したすべてのメモを確認したりできま
す。

アクションメニュー

• 自分に割り当て

イベントを自分に割り当てます。

• 他者に割り当てる

[所有者の割り当て]ダイアログ ボックスが開き、イベントを他のユーザに割り当てたり再割り当てしたり
できます。
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イベントをユーザに割り当てると、イベント リストの選択したイベントの該当するフィールドに、その
ユーザの名前とイベントが割り当てられた時刻が追加されます。

所有権のフィールドを空白にすると、イベントの割り当てを解除できます。

• 確認

選択したイベントに確認応答し、アラート通知が繰り返し送信されないようにします。

イベントに確認応答すると、イベント リストの選択したイベントの該当するフィールド（[確認者]）に、
自分のユーザ名とイベントに応答した時刻が追加されます。確認応答したイベントについては、自分で対
処する必要があります。

• 解決済みとしてマークする

イベントの状態を「解決済み」に変更できます。

イベントを解決すると、イベント リストの選択したイベントの該当するフィールド（[解決者]）に、自分
のユーザ名とイベントを解決した時刻が追加されます。イベントに対処したら、そのイベントを解決済み
としてマークする必要があります。

• アラートを追加

[アラートの追加]ダイアログ ボックスが表示され、選択したイベントにアラートを追加できます。

Active IQ Unified Manager のイベント情報セクションについて

[イベントの詳細]ページの[イベント情報]セクションでは、選択したイベントの重大度、
影響レベル、影響領域、イベント ソースなどの詳細を確認できます。

イベント タイプに関係のないフィールドは表示されません。イベントに関する次の詳細を確認できます。

• イベント発生時刻

イベントが生成された時刻。

• 状態

イベントの状態：新規、承認済み、解決済み、または廃止済み。

• 廃止原因

イベントが廃止になった理由（問題が修正されたなど）。

• イベント期間

アクティブなイベント（新規および確認済みのイベント）の場合は、イベントが検出されてから最後に分
析されたときまでの時間です。廃止状態のイベントの場合は、イベントが検出されてから解決されるまで
の時間です。

このフィールドは、すべてのパフォーマンス イベントに対して表示されます。その他のタイプのイベント
については、解決されるか廃止になったあとにのみ表示されます。
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• 最終確認日時

イベントがアクティブだった最終日時。

パフォーマンスイベントの場合、この値はイベントトリガー時刻よりも新しい値になる可能性がありま
す。これは、イベントがアクティブである限り、パフォーマンスデータが新たに収集されるたびにこのフ
ィールドが更新されるためです。その他の種類のイベントの場合、新規または承認済み状態であれば、こ
のコンテンツは更新されず、したがってフィールドは非表示になります。

• 重大度

イベントの重大度：重大 ( )、エラー ( )、警告 ( )、および情報 ( )。

• 影響度

イベントの影響レベル：インシデント、リスク、イベント、またはアップグレード。

• 影響範囲

イベントの影響範囲：可用性、容量、パフォーマンス、保護、構成、またはセキュリティ。

• ソース

イベントが発生したオブジェクトの名前。

共有QoSポリシーのイベントの詳細を表示している場合、このフィールドには、IOPSまたはMBpsが高い
上位のワークロード オブジェクトが最大3つ表示されます。

ソース名のリンクをクリックすると、そのオブジェクトの健全性またはパフォーマンスの詳細ページを表
示できます。

• 出典注釈

イベントが関連付けられているオブジェクトのアノテーションの名前と値が表示されます。

このフィールドは、クラスタ、SVM、およびボリュームの健全性イベントに対してのみ表示されます。

• ソースグループ

該当するオブジェクトがメンバーとして属しているすべてのグループの名前が表示されます。

このフィールドは、クラスタ、SVM、およびボリュームの健全性イベントに対してのみ表示されます。

• ソースタイプ

イベントが関連付けられているオブジェクトの種類（例：SVM、Volume、Qtree）。

• クラスター上

イベントが発生したクラスタの名前。

クラスタ名のリンクをクリックすると、そのクラスタの健全性またはパフォーマンスの詳細ページを表示
できます。
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• 影響を受けるオブジェクトの数

イベントの影響を受けるオブジェクトの数。

オブジェクトのリンクをクリックすると、インベントリ ページが表示され、現在このイベントの影響を受
けているオブジェクトを確認できます。

このフィールドは、パフォーマンス イベントに対してのみ表示されます。

• 影響を受けるボリューム

このイベントの影響を受けるボリュームの数。

このフィールドは、ノードまたはアグリゲートのパフォーマンス イベントに対してのみ表示されます。

• トリガーされたポリシー

イベントを発行したしきい値ポリシーの名前。

ポリシー名にカーソルを合わせると、しきい値ポリシーの詳細を確認できます。アダプティブQoSポリシ
ーの場合は、定義されているポリシー、ブロック サイズ、および割り当てのタイプ（割り当てスペースま
たは使用スペース）も表示されます。

このフィールドは、パフォーマンス イベントに対してのみ表示されます。

• ルールID

Active IQ プラットフォームイベントの場合、これはイベントを生成するためにトリガーされたルールの番
号です。

• 承認者

イベントに確認応答したユーザの名前と応答時刻。

• 解決者

イベントを解決したユーザの名前と解決時刻。

• 担当者

イベントへの対応が割り当てられているユーザの名前。

• アラート設定

アラートに関する次の情報が表示されます。

◦ 選択したイベントに関連付けられたアラートがない場合は、「アラートを追加」リンクが表示されま
す。

リンクをクリックすると、[アラートの追加]ダイアログ ボックスが開きます。

◦ 選択したイベントにアラートが1つ関連付けられている場合は、そのアラートの名前が表示されます。

85



リンクをクリックすると、[アラートの編集]ダイアログ ボックスが開きます。

◦ 選択したイベントにアラートが複数関連付けられている場合は、アラートの数が表示されます。

リンクをクリックすると、[アラート セットアップ]ページが開き、それらのアラートに関する詳細が
表示されます。

無効になっているアラートは表示されません。

• 最終通知送信済み

最新のアラート通知が送信された日時。

• 送信者

アラート通知の送信に使用されたメカニズム（EメールまたはSNMPトラップ）。

• 前回のスクリプト実行

アラートが生成されたときに実行されたスクリプトの名前。

Active IQ Unified Manager の推奨アクションについて

[イベントの詳細]ページの[推奨される操作]セクションには、イベントの考えられる理由
とイベントを解決するための推奨される対処方法が表示されます。推奨される操作は、
イベントのタイプまたは超過したしきい値のタイプに基づいてカスタマイズされます。

この領域は、一部のタイプのイベントに対してのみ表示されます。

場合によっては、ページ上に「ヘルプ」リンクが用意されており、推奨される多くの操作に関する追加情報（
特定の操作を実行するための手順など）を参照できます。一部の対処方法では、Unified Manager、ONTAP

System Manager、OnCommand Workflow Automation、ONTAP CLIコマンド、またはこれらのツールの組み
合わせを使用する場合があります。

これらの推奨される対処方法は、このイベントを解決するための一般的なガイダンスであることに注意してく
ださい。このイベントを解決するための対処方法は、それぞれの環境に応じて決める必要があります。

オブジェクトとイベントをより詳細に分析する場合は、*「ワークロードの分析」*ボタンをクリックしてワー
クロード分析ページを表示してください。

イベントによっては、Unified Managerの詳細な診断の結果、単一の解決策が提示されることがあります。解
決策が利用可能な場合は、Fix It ボタンとともに表示されます。このボタンをクリックすると、Unified

Manager がイベントの原因となっている問題を修正します。

Active IQ プラットフォームイベントの場合、このセクションには、問題とその解決策について説明した
NetApp ナレッジベース記事へのリンクが含まれている場合があります（利用可能な場合）。外部ネットワー
ク アクセスのないサイトでは、ナレッジベース記事の PDF ファイルがローカルで開きます。この PDF ファ
イルは、Unified Manager インスタンスに手動でダウンロードするルールファイルの一部です。

Active IQ Unified Manager のシステム診断について

[イベントの詳細]ページの[システム診断]セクションには、イベントの原因となった可能
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性がある問題の診断に役立つ情報が表示されます。

この領域は、一部のイベントに対してのみ表示されます。

一部のパフォーマンス イベントについては、トリガーされたイベントに関連するグラフが表示されます。通
常は、過去10日間のIOPSまたはMBpsのグラフとレイテンシのグラフです。これらのグラフを確認すること
で、イベントがアクティブなときにレイテンシに影響している、または影響を受けているストレージ コンポ
ーネントを特定することができます。

動的なパフォーマンス イベントについては、次のグラフが表示されます。

• ワークロード レイテンシ - 競合状態のコンポーネントのVictim、Bully、Sharkの上位のワークロードにつ
いて、レイテンシの履歴が表示されます。

• ワークロード アクティビティ - 競合状態のクラスタ コンポーネントのワークロードの使用量に関する詳
細が表示されます。

• リソース アクティビティ - 競合状態のクラスタ コンポーネントの過去のパフォーマンス統計が表示され
ます。

一部のクラスタ コンポーネントが競合状態にある場合は、これ以外のグラフが表示されます。

その他のイベントについては、ストレージ オブジェクトに対して実行されている分析タイプの簡単な説明が
表示されます。複数のパフォーマンス カウンタを分析するシステム定義のパフォーマンス ポリシーの場合
は、複数の行（分析されたコンポーネントごとに1行）が表示されることがあります。この場合、診断の横
に、その診断で問題が見つかったかどうかを示す緑または赤のアイコンが表示されます。

Active IQ Unified Manager のイベント設定ページについて

[イベント セットアップ]ページには、無効なイベントのリストが表示されます。また、
関連付けられているオブジェクト タイプやイベントの重大度などの情報が提供されま
す。イベントのグローバルな無効化 / 有効化などのタスクを実行することもできます。

このページにアクセスできるのは、アプリケーション管理者ロールまたはストレージ管理者ロールが割り当て
られている場合のみです。

コマンド ボタン

選択したイベントについて、各コマンド ボタンを使用して次のタスクを実行できます。

• 無効にする

[イベントの無効化]ダイアログ ボックスを起動します。イベントを無効にする場合に使用できます。

• 有効にする

以前に無効にするように選択したイベントを有効にします。

• アップロードルール

外部ネットワーク アクセスのないサイトが Active IQ ルールファイルを Unified Manager に手動でアップ
ロードできるようにする「アップロードルール」ダイアログボックスを起動します。ルールはクラスター
の AutoSupport メッセージに対して実行され、Active IQ プラットフォームで定義されたシステム構成、
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ケーブル配線、ベストプラクティス、および可用性に関するイベントを生成します。

• EMSイベントを購読する

EMSイベントの購読ダイアログボックスを起動します。このダイアログボックスを使用すると、監視対象
のクラスタから特定のイベント管理システム（EMS）イベントを受信するように購読できます。EMSは、
クラスタ上で発生するイベントに関する情報を収集します。登録済みのEMSイベントに関する通知を受信
すると、適切な重要度でUnified Managerイベントが生成されます。

リスト ビュー

リスト ビューには、無効なイベントに関する情報が表形式で表示されます。列のフィルタを使用して、表示
するデータをカスタマイズできます。

• イベント

無効なイベントの名前が表示されます。

• 重大度

イベントの重大度が表示されます。重大、エラー、警告、情報のいずれかです。

• ソースタイプ

生成されるイベントのソース タイプが表示されます。

Active IQ Unified Manager でイベントダイアログボックスを無効にする

[イベントの無効化]ダイアログ ボックスには、イベントを無効にできるイベント タイプ
のリストが表示されます。イベント タイプの特定の重大度のイベントを無効にするか、
一連のイベントを指定して無効にできます。

アプリケーション管理者またはストレージ管理者のロールが必要です。

[イベント プロパティ]領域

[イベント プロパティ]領域で、イベントについて次のプロパティを指定します。

• イベントの深刻度

重大度タイプに基づいてイベントを選択できます。タイプは、「重大」、「エラー」、「警告」、また
は「情報」のいずれかになります。

• イベント名に以下が含まれる

名前に指定した文字を含むイベントをフィルタできます。

• イベントのマッチング

指定した重大度タイプおよびテキスト文字列に一致するイベントのリストが表示されます。

• イベントを無効にする
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無効にするように選択したイベントのリストが表示されます。

イベント名に加えてイベントの重大度も表示されます。

コマンド ボタン

選択したイベントについて、各コマンド ボタンを使用して次のタスクを実行できます。

• 保存して閉じる

イベント タイプを保存してダイアログ ボックスを閉じます。

• キャンセル

変更内容を破棄してダイアログ ボックスを閉じます。
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